
二
、
石
仏
の
概
形
と
品
質

　

大
分
県
国
東
市
国
見
町
千
燈
地
区
は
両
子
山
を
最
高
峰
と
す
る
国
東
半
島
北
東
部
の
放

射
谷
に
細
く
開
け
た
集
落
で
、
六
郷
満
山
の
大
寺
と
し
て
栄
え
た
補
陀
落
山
旧
千
燈
寺
の

ひ
ざ
も
と
で
あ
る
〈
地
図
〉。
地
区
を
流
れ
る
伊
美
川
左
岸
の
県
道
三
一
号
線
か
ら
傾
斜
を

林
に
入
る
と
す
ぐ
に
平
坦
地
が
現
れ
る
。
そ
こ
に
東
面
す
る
小
さ
な
黒
瓦
葺
き
の
鞘
堂
が

建
っ
て
お
り
、
千
燈
石
仏
は
こ
の
鞘
堂
に
保
護
さ
れ
て
あ
る
。

　

来
迎
図
が
彫
ら
れ
た
岩
石
も
東
面
し
、
鞘
堂
の
床
板
を
突
き
抜
け
る
格
好
で
安
置
さ
れ

て
お
り
、
床
上
の
高
さ
は
約
一
一
〇
㎝
、
幅
は
約
一
六
〇
㎝
、
奥
行
き
は
約
七
〇
㎝
で
あ

る
。
正
面
に
石
を
削
っ
て
成
形
し
た
横
長
の
垂
直
面
が
作
ら
れ
る
〈
図
3
〉。
垂
直
面
は
上

部
右
方
が
突
出
す
る
不
整
形
で
、
突
出
部
も
加
え
る
と
高
さ
約
七
九
㎝
、
最
大
幅
約
一
四

五
㎝
で
あ
る
。

　

ま
た
、
床
か
ら
約
三
五
㎝
の
高
さ
に
奥
行
き
約
二
〇
㎝
の
作
り
出
し
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
段
に
よ
り
石
の
前
面
は
区
画
さ
れ
、
阿
弥
陀
聖
衆
を
表
す
「
画
面
」
の
範
囲
が

規
定
さ
れ
る
。
垂
直
面（
以
下
、「
正
面
」
と
呼
ぶ
）と
接
す
る
石
仏
左
側
面（
毘
沙
門
天
立

像
を
表
す
）も
お
お
よ
そ
平
滑
に
加
工
さ
れ
、
作
り
出
し
の
段
も
回
り
込
む
。

　

そ
の
他
の
加
工
部
は
、
平
に
な
ら
し
た
石
の
上
部
と
、
若
干
の
面
取
り
が
な
さ
れ
る
右

側
面
程
度
に
止
ま
り
、
背
面
は
ほ
ぼ
未
加
工
で
あ
る
。

　

石
は
国
東
半
島
に
多
い
安
山
岩
で
あ
る
。
明
る
い
灰
色
で
、
所
々
桜
色
を
帯
び
る
。
石

の
き
め
は
粗
く
、
ざ
ら
つ
い
た
感
じ
で
、
緻
密
な
彫
刻
表
現
に
は
不
向
き
と
み
え
る
。

　

阿
弥
陀
聖
衆
の
図
像
は
、
正
面
右
下
の
往
生
者
を
迎
接
す
る
よ
う
に
表
さ
れ
る
。
こ
の

詳
細
は
後
述
す
る
と
し
て
、
そ
の
彫
法
は
ご
く
浅
い
薄
肉
彫
り
で
あ
る
。
光
輪
・
頭
部
・

　
　

一
、
本
論
の
目
的

　
　

二
、
石
仏
の
概
形
と
品
質

　
　

三
、
補
陀
落
山
千
燈
寺

　
　

四
、
図
像
の
観
察

　
　

五
、
阿
弥
陀
来
迎
図
の
系
譜
に
お
け
る
千
燈
石
仏

　
　

六
、
毘
沙
門
天
・
不
動
明
王
の
図
像
と
配
置
の
問
題

　
　

七
、
旧
千
燈
寺
と
千
燈
石
仏

　
　

八
、
ま
と
め

一
、
本
論
の
目
的

　

本
論
は
令
和
元
年
一
一
月
に
実
施
し
た
大
分
県
指
定
の
史
跡
千
燈
石
仏
〈
図
1
〜
8
〉

の
調
査
報
告
で
あ
る
。
千
燈
石
仏
は
所
在
地
に
ち
な
む
名
で
、
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
を
表
し

た
浮
き
彫
り
が
そ
の
実
態
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
千
燈
石
仏
と
は
「
石
に
描
か
れ
た
阿
弥
陀

来
迎
図
」
で
あ
る
の
だ
が
、
従
来
わ
が
国
の
石
造
文
化
財
研
究
と
仏
教
絵
画
研
究
に
は
隔

り
が
あ
り
、
両
分
野
の
知
見
が
協
働
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
石
に
表
さ
れ
た
来
迎
信
仰
の
図
像
と
絹
本
や
紙
本
の
絵
像
と
が
無
関
係
な
は

ず
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
は
来
迎
美
術
と
し
て
等
し
く
研
究
の
対
象
と
な
る
に
相
応
し

い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
阿
弥
陀
来
迎
図
に
関
心
を
持
っ
て
き
た
筆
者
は
、
石
造
文
化
財

を
積
極
的
に
阿
弥
陀
来
迎
図
研
究
に
活
用
す
る
端
緒
と
し
て
、
千
燈
石
仏
の
美
術
史
的
意

義
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う（

1
）。

千
燈
石
仏
―
石
に
表
現
さ
れ
た
阿
弥
陀
来
迎
図
像
の
基
礎
研
究
―

杉
原
　
諒



胴
部
・
四
肢
・
蓮
台
・
来
迎
雲
・
持
物
な
ど
、
図
像
を
構
成
す
る
大
ま
か
な
単
位
ご
と
に
、

断
面
が
ド
ー
ム
形
に
な
る
よ
う
に
外
周
部
を
彫
り
沈
め
、
よ
り
細
部
の
表
現
は
輪
郭
線
を

線
彫
り
す
る
場
合
が
多
い
。

　

現
状
で
は
、
千
燈
石
仏
に
は
深
刻
な
劣
化
は
確
認
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
彫
刻
面
の
凸

部
は
風
化
・
欠
損
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
阿
弥
陀
聖
衆
の
表
情
や
持
物
は
判
別
し
に
く

い
。
ま
た
、
彫
刻
面
に
は
全
体
に
年
代
不
明
の
顔
料
が
残
り
、
緑
色
の
地
衣
類
と
と
も
に

図
像
の
観
察
を
妨
げ
て
い
る
。

三
、
補
陀
落
山
千
燈
寺

　

こ
こ
で
は
、
千
燈
石
仏
の
成
立
に
深
く
関
わ
る
で
あ
ろ
う
旧
千
燈
寺
に
つ
い
て
概
略
し

た
い
。

　

そ
も
そ
も
千
燈
岳
を
含
む
六
郷
満
山
は
宇
佐
神
宮
寺
弥
勒
寺
の
行
者
ら
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
国
東
半
島
の
寺
院
や
行
場
の
総
称
で
、
八
幡
信
仰
・
山
岳
信
仰
・
天
台
仏
教
な
ど
が

混
然
と
し
た
重
層
的
山
岳
宗
教
文
化
が
展
開
し
た
。
特
に
、
石
を
用
い
た
聖
像
や
遺
構
は

六
郷
満
山
文
化
の
象
徴
で
、
熊
野
磨
崖
仏
・
元
宮
磨
崖
仏
な
ど
は
有
名
で
あ
る（

2
）。

　

六
郷
満
山
の
伝
承
上
の
開
山
は
仁
聞
菩
薩
で
、
開
創
は
養
老
二
年
〔
七
一
八
〕
の
こ
と

と
さ
れ
る
。
千
手
観
音
を
本
尊
と
す
る
補
陀
落
山
千
燈
寺
も
六
郷
満
山
寺
院
の
例
に
も
れ

ず
仁
聞
菩
薩
を
開
基
と
伝
え
る
寺
で
あ
り
、「
千
燈
」
の
名
は
、
仁
聞
菩
薩
が
四
人
の
大
徳

を
従
え
て
秘
法
を
修
し
た
の
に
対
し
、
東
北
海
の
竜
王
が
千
燈
を
献
じ
た
と
い
う
伝
説
に

由
来
す
る（

3
）。

　

鎌
倉
時
代
、
叡
山
無
動
寺
の
下
に
あ
っ
た
六
郷
満
山
は
山
内
の
寺
院
を
そ
の
役
割
に
応

じ
て
三
別
す
る
三
山
の
組
織
体
制
を
整
え
た（

4
）。
旧
千
燈
寺
は
半
島
中
部
に
あ
る
修
行
の

た
め
の
寺
院
、
中
山
の
本
寺
の
一
つ
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
寺
は
仁
聞
菩
薩
入
定
の

地
と
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
無
常
導
師
所
と
い
う
六
郷
満
山
全
体
の
葬
儀
を
司
る
役
職
も

担
っ
た（

5
）。

　

し
か
し
、
天
正
年
間
〔
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
〕
に
は
大
友
宗
麟
〔
一
五
三
〇
〜
一
五

八
七
〕
に
よ
る
焼
き
討
ち
に
あ
っ
て
寺
勢
は
著
し
く
衰
退
し
、
文
禄
年
間
〔
一
五
九
三
〜

一
五
九
六
〕
に
中
興
さ
れ
る
も
、
明
治
二
七
年
〔
一
八
九
四
〕
頃
に
千
燈
岳
か
ら
里
に
坊

を
移
転
し
た
。
現
千
燈
寺
は
千
燈
石
仏
の
北
六
〇
〇
ｍ
弱
の
川
下
に
あ
り
、
山
中
の
旧
千

燈
寺
跡
に
は
多
く
の
石
造
文
化
財
が
残
る
。
中
で
も
、
仁
聞
の
墓
と
さ
れ
る
南
北
朝
時
代

の
国
東
塔
や
お
び
た
だ
し
い
数
の
五
輪
塔
群
は
、
仁
聞
入
定
の
聖
地
と
し
て
補
陀
落
山
が

湛
え
て
い
た
死
の
影
を
今
日
に
偲
ば
せ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
旧
千
燈
寺
は
六
郷
満
山
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
寺
院
で
あ

っ
た
。
千
燈
岳
の
麓
、
国
東
市
国
見
町
内
で
は
一
四
世
紀
に
は
鎌
倉
新
仏
教
の
寺
院
が
進

出
し
た
と
さ
れ
る
が（

6
）、
旧
千
燈
寺
の
権
勢
は
依
然
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
毘
沙
門
天
像
と
不
動
明
王
像
を
加
え
る
こ
と
か
ら
も
、
や
は
り
千
燈
石
仏

は
旧
千
燈
寺
の
勢
力
圏
に
お
け
る
造
形
物
と
み
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

四
、
図
像
の
観
察

　

こ
こ
で
は
石
仏
に
表
さ
れ
た
図
像
を
、
正
面
の
阿
弥
陀
仏
・
二
十
五
菩
薩
・
往
生
者
と

草
庵
・
不
動
明
王
、
そ
し
て
左
側
面
の
毘
沙
門
天
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
観
察
す
る
。

　
　　（

一
）阿
弥
陀
仏
〈
図
4
〉

　

石
仏
正
面
を
四
分
す
る
十
字
を
引
く
と
す
る
と
、
阿
弥
陀
仏
は
そ
の
交
点
に
近
い
右
上

部
分
に
配
さ
れ
る
。
正
面
右
下
の
往
生
者
に
首
を
か
し
げ
る
よ
う
に
し
て
視
線
を
注
ぎ
、

右
手
は
胸
前
に
、
右
掌
は
外
側
に
傾
け
、
左
手
は
膝
前
に
指
先
を
下
に
し
て
垂
下
さ
せ
る
。

左
足
は
踏
み
下
げ
て
雲
上
の
蓮
華
座
に
坐
す
。
頭
頂
か
ら
垂
下
し
た
足
先
ま
で
は
約
二
七
㎝

で
、
さ
ら
に
頭
光
の
直
径
約
一
一
㎝
の
二
重
円
相
が
つ
く
。

　

目
鼻
が
微
妙
な
凹
凸
と
し
か
残
ら
な
い
下
ぶ
く
れ
の
頭
部
は
全
身
に
対
し
て
大
き
め
で
、

肉
髻
も
ず
ん
ぐ
り
と
盛
り
上
が
る
。
ま
た
、
首
や
三
道
が
不
明
瞭
な
た
め
、
頭
部
は
胴
部

に
直
に
つ
な
が
る
よ
う
に
見
え
る
。
さ
ら
に
、
踏
蓮
華
座
に
載
せ
る
左
足
も
短
い
。
こ
れ

ら
の
表
現
に
よ
り
、
阿
弥
陀
仏
は
子
ど
も
の
よ
う
な
愛
ら
し
い
外
貌
を
呈
す
る
こ
と
と
な

る
。
同
様
の
作
風
は
千
燈
石
仏
の
尊
像
全
体
に
も
共
通
す
る
。



　（
二
）二
十
五
菩
薩
〈
図
1
〉

　

石
仏
正
面
を
充
填
す
る
二
十
五
菩
薩
像
は
ほ
ぼ
上
下
三
段
に
整
然
と
表
わ
さ
れ
る
。
上

段
に
八
尊
、
中
段
に
七
尊
、
下
段
に
九
尊
を
数
え
る
。
加
え
て
、
下
段
右
よ
り
四
番
目
・

五
番
目
の
菩
薩
の
や
や
上
方（
中
段
右
よ
り
二
番
目
の
菩
薩
の
下
方
）に
は
中
下
段
ど
ち
ら

に
も
所
属
を
決
め
か
ね
る
一
菩
薩
が
い
る
。
以
上
で
二
十
五
菩
薩
が
そ
ろ
う
。
阿
弥
陀
仏

は
上
中
段
の
右
寄
り
に
両
段
を
横
断
す
る
よ
う
に
大
き
く
配
置
さ
れ
る
。

　

菩
薩
像
は
上
段
右
端
の
二
尊
を
除
き
み
な
坐
像
で
、
来
迎
雲
上
の
蓮
華
座
に
坐
す
。
二

十
五
菩
薩
像
は
条
帛
・
裙
を
着
け
、
天
衣
を
ま
と
う
通
形
で
あ
る
。
頭
部
は
単
髻
の
形
に

近
く
、
宝
冠
は
表
さ
な
い
。
風
化
の
た
め
表
情
は
不
明
確
で
あ
る
も
の
の
、
顔
は
童
顔
で
、

目
鼻
が
大
き
い
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
円
形
の
頭
光
を
つ
け
る
。
以
下
菩
薩
の
持
物
な
ど
の

概
要
を
記
す
。

【
下
段
】

　

向
か
っ
て
右
よ
り
、
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
・
琵
琶
の
菩
薩
・
箏
の
菩
薩
・
持
物
不
明

の
菩
薩
・
持
物
不
明
の
菩
薩（
篳
篥
か
）・
箜
篌
の
菩
薩
・
持
物
不
明
の
菩
薩
・
持
物
不
明

の
菩
薩
。

　

観
音
菩
薩
は
跪
坐
し
て
蓮
台
を
往
生
者
に
差
し
出
し
、
勢
至
菩
薩
は
左
足
を
立
て
る
片

立
膝
で
、
胸
前
で
合
掌
す
る
〈
図
5
〉。
不
鮮
明
な
菩
薩
の
持
物
は
楽
器
の
み
な
ら
ず
、
香

炉
等
の
供
養
具
や
合
掌
な
ど
の
礼
賛
・
讃
嘆
の
仕
草
の
可
能
性
も
考
慮
し
な
が
ら
推
理
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
前
述
し
た
中
下
段
の
中
間
の
菩
薩
は
風
琴
を
手
に
す
る
。

【
中
段
】

　

向
か
っ
て
右
よ
り
、
僧
形
菩
薩
・（
阿
弥
陀
仏
）・
僧
形
菩
薩
・
持
物
不
明
の
菩
薩
・
鼓

の
菩
薩
・
鉦
鼓
の
菩
薩
・
小
鼓
の
菩
薩
・
横
笛
の
菩
薩
。

　

阿
弥
陀
来
迎
に
加
わ
る
僧
形
菩
薩
は
地
蔵
菩
薩
と
龍
樹
菩
薩
で
あ
る
〈
図
6
〉。
阿
弥
陀

仏
を
両
側
か
ら
守
る
よ
う
に
配
さ
れ
る
。
来
迎
図
で
は
地
蔵
が
錫
杖
や
宝
珠
を
持
つ
こ
と

で
両
者
が
区
別
さ
れ
る
が
、
持
物
の
有
無
は
判
定
で
き
な
い
。

【
上
段
】

　

向
か
っ
て
右
よ
り
、
鶏
婁
鼓
と
振
鼓
の
菩
薩
・
細
腰
鼓
の
菩
薩
・
幡
の
菩
薩
・（
阿
弥
陀

仏
）・
天
蓋
の
菩
薩
・
持
物
不
明
の
菩
薩
・
大
太
鼓
の
菩
薩
・
簫
の
菩
薩
・
笙
の
菩
薩
。

　

先
頭
の
二
菩
薩
の
み
は
立
像
と
な
り
、
蓮
華
座
も
踏
割
蓮
華
で
あ
る
。
両
者
は
互
い
に

顔
を
見
合
わ
せ
、
奏
楽
を
指
揮
す
る
よ
う
に
、
楽
器
を
打
ち
、
振
り
鳴
ら
し
、
足
を
踏
ん

で
リ
ズ
ム
を
と
る
。

　

幡
と
天
蓋
の
二
菩
薩
は
右
手
を
下
、
左
手
を
上
に
し
て
竿
を
持
つ
。
幡
が
長
く
横
方
向

に
な
び
く
の
に
対
し
て
、
天
蓋
は
蓋
部
が
小
さ
な
扇
形
で
、
竿
部
も
短
い
。

　（
三
）往
生
者
と
草
庵
〈
図
5
〉

　

往
生
者
が
端
坐
合
掌
す
る
の
は
正
面
右
下
の
入
母
屋
造
り
の
建
物
の
中
で
あ
る
。　

　

一
間
の
妻
側
に
設
け
ら
れ
た
観
音
開
き
の
戸
は
全
開
で
、
千
燈
石
仏
中
最
も
深
く
彫
ら

れ
た
室
内
空
間（
深
さ
約
二
㎝
）と
と
も
に
往
生
者
の
存
在
を
額
縁
の
よ
う
に
強
調
す
る
。

妻
に
は
束
と
懸
魚
ら
し
き
部
分
、
さ
ら
に
大
棟
先
端
に
は
鳥
衾
ら
し
き
突
き
出
し
が
あ
る
。

軒（
約
二
〇
・
五
㎝
）や
長
押
は
画
面
平
面
に
傾
斜
を
つ
け
て
表
さ
れ
る
。

　

顔
の
下
で
手
を
合
わ
せ
る
往
生
者
の
頭
部
は
卵
形
で
あ
る
。
袖
と
腰
部
の
し
わ
が
簡
略

に
表
さ
れ
る
体
幹
は
来
迎
の
方
を
向
く
の
に
対
し
、
目
鼻
は（
風
化
の
た
め
は
っ
き
り
し
な

い
が
）「
画
面
」
の
外（
鑑
賞
者
の
方
）に
向
か
う
よ
う
で
あ
る
。

　

往
生
者
の
膝
元
の
帯
状
の
部
材
は
下
長
押
か
簀
子
縁
と
推
測
さ
れ
る
。
向
か
っ
て
右
の

扉
の
下
に
斜
め
の
切
り
込
み
線
が
看
取
さ
れ
、
こ
れ
は
妻
側
と
平
側
の
簀
子
の
接
続
線
の

よ
う
に
も
見
え
る
。
建
物
の
周
囲
に
は
特
に
景
観
な
ど
の
表
現
は
確
認
で
き
な
い
。

　（
四
）不
動
明
王
〈
図
7
〉

　

右
手
に
宝
剣
を
、
左
手
に
羂
索
を
執
り
、
火
焰
を
背
に
右
方
に
顔
を
向
け
る
通
例
の
不

動
明
王
坐
像
で
あ
る
。
坐
法
は
結
跏
か
半
跏
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
頭
頂
か
ら
膝
ま
で
約

二
五
㎝
で
、
本
尊
阿
弥
陀
仏
に
近
い
大
き
さ
で
あ
る
。

　

頭
部
は
顔
面
に
比
し
て
毛
髪
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
い
。
捻
り
目
の
あ
る
辮
髪
は
蛇
行

し
て
左
胸
ま
で
垂
れ
る
。
顔
面
の
凹
凸
は
不
明
瞭
で
そ
の
表
情
は
つ
か
み
に
く
い
。

　

条
帛
は
左
肩
か
ら
た
す
き
掛
け
に
す
る
。
条
帛
の
先
端
は
腹
部
中
央
か
ら
舌
状
に
大
き



く
垂
れ
る
。
ま
た
、
胴
部
に
は
胸
と
腹
を
表
す
筋
が
二
本
あ
り
、
両
膝
に
は
特
徴
的
な
渦

巻
き
状
の
彫
り
が
あ
る
。

　

不
動
明
王
は
一
般
的
に
岩
座
に
坐
り
、
本
作
で
も
そ
れ
ら
し
き
凹
凸
面
が
彫
刻
さ
れ
る

が
、
来
迎
聖
衆
の
中
に
表
さ
れ
た
像
だ
け
に
、
台
座
は
来
迎
の
雲
に
も
と
れ
な
く
は
な
い
。

　（
五
）毘
沙
門
天
〈
図
8
〉

　

石
仏
左
側
面
は
上
方
に
向
か
う
ほ
ど
微
妙
に
奥
に
倒
れ
る
傾
斜
面
で
、
平
滑
化
さ
れ
て

は
い
る
が
正
面
よ
り
は
粗
々
し
い
。
そ
こ
に
、
右
手
に
宝
棒
、
左
手
に
宝
塔
を
執
り
、
顔

を
左（
石
仏
正
面
の
方
）に
向
け
て
あ
ご
を
引
き
、
腰
を
左
に
捻
り
、
右
脚
を
遊
ば
せ
る
毘

沙
門
天
立
像
が
彫
ら
れ
る
。
髪
際
線
か
ら
左
足
先
ま
で
は
お
よ
そ
三
四
㎝
で
、
そ
こ
に
火

焰
光
が
つ
く
。
千
燈
石
仏
の
尊
像
中
最
大
の
像
で
あ
る
。

　

頭
部
の
形
は
不
明
瞭
で
あ
る
の
に
対
し
、
髪
際
線
以
下
の
顔
面
は
比
較
的
よ
く
残
っ
て

い
る
。
角
張
っ
た
顔
、
太
く
つ
り
上
が
っ
た
眉
毛
、
飛
び
出
す
よ
う
な
目
玉
か
ら
忿
怒
の

表
情
が
よ
く
分
か
る
。

　

肩
に
は
領
巾
の
結
び
目
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
表
甲
を
締
め
る
紐
が
の
び
る
。
胸
部
に
は

胸
甲
を
表
す
四
角
い
膨
ら
み
も
あ
る
。

　

左
腕
は
引
き
締
め
、
前
腕
に
は
甲
を
つ
け
る
。
掌
の
宝
塔
は
宝
形
造
で
相
輪
を
有
す
る
。

一
方
、
右
腕
も
脇
は
締
め
、
腰
に
構
え
た
拳
に
宝
棒
を
握
る
。
宝
棒
は
髪
際
線
あ
た
り
ま

で
の
長
さ
で
、
顔
の
横
で
三
段
に
わ
た
り
く
び
れ
が
入
っ
て
い
る
。
大
袖
は
先
端
を
括
る
。

右
袖
は
反
り
返
っ
た
半
円
形
の
襟
袖
か
ら
出
て
、
外
側
に
勢
い
よ
く
翻
る
。

　

下
半
身
に
着
す
裳
は
、
両
足
の
間
か
ら
右
足
の
後
ろ
に
ま
わ
り
、
向
か
っ
て
左
方
に
長

く
の
び
る
。
ま
た
、
大
腿
部
の
左
右
表
甲
に
は
四
、
五
本
の
横
線
が
確
認
さ
れ
る
。
太
い

腰
帯
に
よ
っ
て
締
め
ら
れ
る
前
楯
は
、
上
端
部
に
斜
光
を
当
て
る
と
凹
凸
が
浮
か
び
、
お

そ
ら
く
獅
噛
が
表
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

天
衣
は
普
通
、
腰
帯
を
く
ぐ
っ
て
左
右
に
垂
れ
る
が
、
本
像
で
は
腰
帯
と
天
衣
の
整
合

的
繋
が
り
は
読
み
取
り
づ
ら
い
。
左
足
側
の
天
衣
は
足
に
沿
っ
て
垂
れ
、
足
首
の
あ
た
り

で
外
側
に
カ
ー
ブ
す
る
。
右
側
の
天
衣
は
反
対
側
よ
り
細
く
、
裙
裾
と
一
緒
に
向
か
っ
て

左
方
に
靡
く
。

　

両
足
に
は
脛
当
が
装
着
さ
れ
、
足
首
に
は
脛
当
を
脛
に
装
着
す
る
た
め
の
紐
も
み
え
る
。

真
横
に
向
け
た
左
足
の
沓
に
は
、
か
か
と
と
つ
ま
先
を
分
け
る
よ
う
な
紐
状
の
線
が
み
え

る
。
沓
を
締
め
上
げ
る
た
め
の
ベ
ル
ト
で
あ
ろ
う
。

　

火
焰
光
背
は
う
ね
り
な
が
ら
、
そ
の
先
端
を
左
上
に
の
ば
す
。
不
動
明
王
の
火
焰
よ
り

や
や
複
雑
で
強
い
運
動
性
を
示
す
。

　

毘
沙
門
天
が
立
つ
不
整
形
の
凹
凸
部
は
、
来
迎
聖
衆
の
来
迎
雲
ほ
ど
そ
の
輪
郭
は
鮮
明

で
な
い
し
、
雲
脚
も
な
い
。
岩
座
と
考
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

五
、
阿
弥
陀
来
迎
図
の
系
譜
に
お
け
る
千
燈
石
仏

　

表
現
媒
体
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
と
も
な
う
作

品
が
恵
心
僧
都
源
信
〔
九
四
二
〜
一
〇
一
七
〕
以
来
の
阿
弥
陀
来
迎
図
像
の
系
譜
に
連
な

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
石
に
彫
ら
れ
た
千
燈
石
仏
も
例
外
で
は
な
く
、
そ

の
図
像
は
先
行
す
る
作
品
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　

調
査
を
進
め
る
中
で
、
千
燈
石
仏
に
は
類
似
作
例
が
あ
る
こ
と
が
み
え
て
き
た
。
埼
玉

県
の
浄
土
宗
勝
願
寺
と
福
岡
市
博
物
館
が
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
す
る
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎

図
〈
図
11
〉〈
図
12
〉
で
あ
る
。
両
本
は
三
尊
を
坐
像
と
す
る
北
十
萬
本
阿
弥
陀
三
尊
来
迎

図
の
系
譜
に
連
な
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
二
十
五
菩
薩
と
い
う
立
像
の
来
迎
図
の
要
素
を
加

味
し
た
鎌
倉
時
代
後
半
期
の
作
品
で
あ
る（

7
）。

　

以
下
で
は
ま
ず
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
以
降
の
来
迎
図
像
の
変
遷
を
簡
単
に
振
り
返

り
、
北
十
萬
本
の
系
譜
の
図
像
的
特
性
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
千
燈
石
仏
の
図
像
に
つ
い

て
、
僧
形
菩
薩
・
持
幡
菩
薩
な
ら
び
に
持
天
蓋
菩
薩
・
奏
楽
菩
薩
・
往
生
者
並
び
に
景
観

表
現
の
四
項
目
か
ら
分
析
し
、
類
例
の
二
本
と
の
関
係
性
を
考
察
す
る
。
同
時
に
こ
れ
ら

三
作
例
を
鎌
倉
時
代
以
降
大
勢
を
占
め
た
立
像
の
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
と
比
較
し

な
が
ら
そ
の
特
性
を
探
り
た
い
。

　（
一
）坐
像
か
ら
立
像
へ



　

そ
も
そ
も
我
が
国
の
阿
弥
陀
来
迎
図
は
源
信（
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
）に
よ
り
成
立
し
た
。

現
存
す
る
平
安
期
の
作
例
は
数
少
な
い
が
、
阿
弥
陀
聖
衆
は
ほ
ぼ
坐
像
で
、
阿
弥
陀
仏
は

結
跏
趺
坐
か
左
足
を
下
ろ
す
半
跏
の
姿
勢
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

立
像
の
来
迎
図
は
法
然
〔
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
〕
の
教
団
か
ら
、
教
学
的
理
由
に
よ

る
立
像
の
重
視
や
宋
の
立
像
阿
弥
陀
を
摂
取
す
る
中
で
生
ま
れ
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
来
迎

図
を
ほ
と
ん
ど
席
巻
し
て
い
っ
た（

8
）。
そ
れ
ら
立
像
の
来
迎
図
は
念
仏
者
守
護
の
二
十
五

菩
薩
を
来
迎
聖
衆
と
し
て
取
り
込
み
、
主
に
奏
楽
の
役
割
を
与
え
た
。
伊
藤
信
二
氏
に
よ

る
と
そ
の
特
徴
四
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（

9
）。

　

1
、
自
然
景
を
背
景
と
す
る
。

　

2
、
来
迎
が
画
面
左
上
よ
り
右
下（
家
屋
）へ
と
、
対
角
線
的
に
進
む
。

　

3
、
阿
弥
陀
聖
衆
を
立
像
と
す
る
。

　

4
、 

観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
・
持
天
蓋
菩
薩
が
先
行
し
、
振
鼓
と
鶏
婁
鼓
の
菩
薩
、
細

腰
鼓
の
菩
薩
、
舞
踏
の
菩
薩
が
そ
れ
に
続
く
。　

　（
二
）北
十
萬
系
　
　

　

立
像
来
迎
図
の
時
代
を
迎
え
た
と
は
い
え
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
も
依
然
と
し
て
坐
像
の

来
迎
図
は
制
作
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
阿
弥
陀
仏
が
左
手
の
掌
を
立
て
て
半
跏
し
、
首

を
大
き
く
前
傾
さ
せ
、
観
音
・
勢
至
が
立
膝
す
る
一
連
の
作
品
群
が
あ
る
。
最
古
の
作
例

は
大
阪
府
の
浄
土
宗
寺
院
北
十
萬
所
蔵
の
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
〈
図
9
〉
で
、
制
作
は
一

三
世
紀
前
半
と
さ
れ
る（
10
）。

　

北
十
萬
本
の
中
尊
の
指
先
を
上
に
し
て
掌
を
示
す
左
手
は
、
半
跏
の
姿
勢
と
と
も
に
、

一
一
世
紀
に
遡
る
と
さ
れ
る
浄
厳
院
本
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
〈
図
10
〉
の
阿
弥
陀
仏
と
類

似
す
る
要
素
で
あ
る
。
泉
武
夫
氏
は
左
手
立
掌
に
つ
い
て
、『
往
生
要
集
』
に
依
る
と
指
摘

し
、
阿
弥
陀
仏
来
迎
印
・
観
音
菩
薩
持
蓮
台
・
勢
至
菩
薩
合
掌
の
一
般
的
な
三
尊
の
像
容

が
定
着
す
る
以
前
の
図
像
と
推
測
し
て
い
る（
11
）。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
北
十
萬
本
は
平
安

時
代
の
古
風
を
継
承
す
る
来
迎
図
と
言
え
る
。

　

そ
れ
で
も
、
観
音
菩
薩
が
阿
弥
陀
仏
と
勢
至
菩
薩
か
ら
離
れ
、
先
駆
け
る
よ
う
に
描
か

れ
る
点
は
現
存
す
る
平
安
時
代
の
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
に
は
見
当
た
ら
な
い
表
現
で
は
あ

る
。
構
図
を
あ
え
て
不
安
定
化
さ
せ
た
不
均
衡
な
三
尊
の
配
置
に
は
、
来
迎
の
運
動
感
を

追
求
す
る
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
先
行
す
る
図
像
が
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、

北
十
萬
本
は
、
平
安
時
代
の
優
雅
な
動
き
の
来
迎
図
像
が
変
化
を
と
げ
た
も
の
と
み
な
し

う
る
だ
ろ
う
。

　

北
十
萬
本
の
三
尊
の
図
像
を
受
け
継
ぐ
作
例
群
を
こ
こ
で
は
仮
に
「
北
十
萬
系
」
と
呼

ぶ
こ
と
と
す
る
。
筆
者
が
確
認
で
き
た
限
り
で
は
、
勝
願
寺
と
福
岡
市
博
物
館
の
阿
弥
陀

二
十
五
菩
薩
来
迎
図
・
東
京
国
立
博
物
館
の
仏
画
写
経
貼
交
屏
風
の
う
ち
阿
弥
陀
四
菩
薩

来
迎
図
・
京
都
幽
玄
斎
の
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
・
兵
庫
十
輪
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
地
蔵
来
迎
図
・

奈
良
国
立
博
物
館
の
刺
繍
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
、
こ
れ
ら
は
全
て
阿
弥
陀
仏
を
左
手
立
掌
・

半
跏
と
し
、
多
少
の
変
動
も
あ
る
に
せ
よ
三
尊
の
配
置
な
ど
概
ね
北
十
萬
本
と
類
似
を
み

せ
る（
12
）。

　

ち
な
み
に
、
北
十
萬
系
来
迎
図
の
流
布
に
つ
い
て
は
、
伝
来
す
る
寺
院
に
浄
土
宗
鎮
西

派
が
多
い
こ
と
か
ら
同
派
の
関
与
を
指
摘
す
る
論
説
も
あ
る（
13
）。

　

勝
願
寺
本（
縦
一
〇
八
・
五
㎝
、
横
八
二
・
八
㎝
）と
福
岡
市
博
物
館
本（
縦
一
〇
二
・
一
㎝
、

横
五
三
・
四
㎝
）は
、
立
像
の
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
か
ら
聖
衆
を
取
り
入
れ
る
際
、
坐
像
の

三
尊
に
合
わ
せ
て
聖
衆
を
坐
像
に
改
め
る
こ
と
で
成
立
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

　（
三
）阿
弥
陀
仏
を
は
さ
む
僧
形
菩
薩
〈
図
6
〉

　

筆
者
は
こ
の
北
十
萬
系
来
迎
図
の
系
譜
に
千
燈
石
仏
も
加
え
る
の
が
適
当
だ
と
考
え
る
。

　

千
燈
石
仏
の
阿
弥
陀
仏
は
左
掌
を
立
て
な
い
し
、
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
も
隣
り
合
っ

て
進
む
な
ど
北
十
萬
本
と
の
相
違
点
は
あ
り
、
両
者
を
一
息
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
確
か

に
難
し
い
。
し
か
し
、
阿
弥
陀
仏
の
両
脇
に
僧
形
の
菩
薩
が
、
さ
ら
に
阿
弥
陀
仏
の
左
肩

後
方
に
持
幡
菩
薩
が
坐
す
配
置
は
勝
願
寺
本
と
完
全
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
僧
形
菩
薩

を
阿
弥
陀
仏
の
両
脇
に
据
え
る
こ
と
は
福
岡
市
博
物
館
本
で
も
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
こ

れ
は
北
十
萬
系
の
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
の
特
徴
と
み
な
し
て
よ
い
。

　

僧
形
菩
薩
、
す
な
わ
ち
地
蔵
菩
薩
と
龍
樹
菩
薩
は
『
往
生
要
集
』
の
中
で
観
音
菩
薩
・



勢
至
菩
薩
ら
と
阿
弥
陀
仏
に
し
た
が
っ
て
来
迎
す
る
七
菩
薩
の
う
ち
の
二
尊
で
あ
り
、
常

行
堂
で
は
阿
弥
陀
四
菩
薩
を
構
成
す
る
重
要
な
尊
格
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
の

阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
で
も
、
僧
形
菩
薩
ら
は
阿
弥
陀
仏
の
周
囲
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
鎌
倉
時
代
の
立
像
来
迎
図
内
で
は
、
奏
楽
者
と
し
て
の
二
十
五
菩
薩
の
存

在
感
が
上
昇
す
る
の
に
反
比
例
し
、
菩
薩
形
の
中
の
僧
形
二
尊
は
来
迎
の
列
の
後
尾
や
そ

う
で
な
く
と
も
来
迎
雲
の
周
縁
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
う（
14
）。

　

つ
ま
り
、
千
燈
石
仏
・
勝
願
寺
本
・
福
岡
市
博
物
館
本
は
、
奏
楽
を
中
心
的
役
割
と
す

る
二
十
五
菩
薩
を
採
り
入
れ
な
が
ら
、
な
お
地
蔵
と
龍
樹
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
僧
形
菩
薩
が
三
尊
以
上
描
か
れ
る
場
合
も
あ
る
平
安
時
代
の
来
迎
図
と
比
較
す
る

と（
15
）、
僧
形
菩
薩
を
二
尊
に
限
定
し
、
そ
れ
を
中
尊
を
は
さ
む
か
た
ち
で
配
置
す
る
北
十

萬
系
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
で
は
、
地
蔵
と
龍
樹
の
存
在
感
は
よ
り
強
化
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
僧
形
菩
薩
を
二
尊
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
主
流
と

な
る
立
像
来
迎
図
で
固
定
化
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
奏
楽
菩
薩
重
視
に
よ
る
僧
形
菩
薩
の
節

減
と
い
う
消
極
的
な
理
由
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
北
十
萬
系
は
僧
形
菩
薩
を
二
尊

ま
で
と
す
る
聖
衆
の
構
成
員
数
を
倣
い
つ
つ
も
、
そ
の
向
こ
う
を
張
る
よ
う
に
、
地
蔵
と

龍
樹
を
意
識
的
に
阿
弥
陀
仏
の
両
脇
に
す
え
る
点
で
興
味
深
い（
16
）。

　（
四
）阿
弥
陀
仏
を
は
さ
む
持
幡
菩
薩
と
持
天
蓋
菩
薩
〈
図
6
〉

　

さ
て
、
千
燈
石
仏
と
勝
願
寺
本
で
は
阿
弥
陀
仏
の
左
肩
後
方
に
持
幡
菩
薩
が
坐
す
配
置

も
共
通
し
て
い
た
。
両
本
の
持
幡
菩
薩
は
同
じ
よ
う
に
首
を
ひ
ね
り
阿
弥
陀
仏
を
見
つ
め

て
い
る
。
た
だ
し
、
千
燈
石
仏
で
は
阿
弥
陀
仏
を
は
さ
ん
だ
向
こ
う
に
は
持
天
蓋
菩
薩
が

い
る
の
に
対
し
て
、
勝
願
寺
本
で
は
同
位
置
に
い
る
の
は
笙
の
菩
薩
と
な
る
。
持
天
蓋
菩

薩
は
描
き
も
し
て
い
な
い
。　

　

し
か
し
、
よ
く
観
察
す
る
と
、
勝
願
寺
本
に
は
も
う
一
尊
持
幡
菩
薩
が
い
る
。
勝
願
寺

本
の
聖
衆
が
乗
る
雲
は
、
阿
弥
陀
仏
の
後
方
で
一
度
く
び
れ
、
楽
隊
の
か
た
ま
り
は
そ
の

前
後
で
分
か
れ
る
。
前
方
の
雲
塊
の
後
尾
左
端
の
方
磬
の
菩
薩
、
そ
の
手
前
に
坐
す
菩
薩

が
幡
竿
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
蓋
と
幡
の
違
い
を
さ
て
お
け
ば
、
勝
願

寺
本
に
も
、
千
燈
石
仏
同
様
二
本
の
竿
物
が
描
か
れ
、
画
面
平
面
上
で
は
、
阿
弥
陀
仏
は

二
尊
の
竿
物
の
菩
薩
の
間
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
の
北
十
萬
系
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
で
あ
る
福
岡
市
博
物
館
本
で
は
、

阿
弥
陀
仏
の
左
肩
後
方
は
持
幡
菩
薩
で
は
な
く
、
肩
に
小
鼓
を
乗
せ
た
菩
薩
を
配
す
る（
17
）。

　

で
は
持
幡
菩
薩
は
い
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
本
尊
右
脇
の
龍
樹
菩
薩
の

右
肩
後
方
、
そ
し
て
阿
弥
陀
仏
の
背
後（
画
面
平
面
上
で
は
阿
弥
陀
仏
の
頭
部
の
真
上
）に

そ
れ
ぞ
れ
幡
を
持
つ
菩
薩
の
姿
が
あ
る
。

　

幡
は
本
尊
阿
弥
陀
仏
や
来
迎
聖
衆
全
体
を
荘
厳
す
る
道
具
で
、
右
肩
下
が
り
が
基
本
の

斜
め
構
図
の
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
で
は
、
翻
る
幡
を
描
く
ス
ペ
ー
ス（
虚
空
）が
確

保
で
き
る
阿
弥
陀
仏
の
背
後
か
ら
左
肩
後
辺
り
に
描
か
れ
る
傾
向
が
あ
る（
18
）。
勝
願
寺
本

と
福
岡
市
博
物
館
本
で
も
、
阿
弥
陀
仏
の
画
面
右
上
に
広
が
る
空
間
に
向
け
て
持
幡
菩
薩

が
幡
を
捧
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
も
う
一
名
の
持
幡
菩
薩
を
、
画
面
左

方
に
配
す
る
こ
と
は
両
本
独
自
の
描
写
で
あ
る
。

　

通
常
の
立
像
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
で
は
、
画
面
の
左
端
は
聖
衆
で
充
填
さ
れ
て

し
ま
う
た
め
か
、
そ
の
空
間
に
向
け
て
菩
薩
に
か
さ
ば
る
幡
を
持
た
せ
る
こ
と
は
し
な
い
。

対
し
て
北
十
萬
本
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
で
は
、
来
迎
聖
衆（
立
奏
の
二
菩
薩
を
除

く
）を
蛇
行
さ
せ
て
配
置
す
る
た
め
、
画
面
左
端
に
も
幾
分
か
空
間
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
構
図
に
い
か
な
る
意
図
が
あ
る
の
か
不
明
だ
が
、
そ
こ
が
も
う
一
本
の
幡
竿
を
描
く

余
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
、
千
燈
石
仏
の
阿
弥
陀
仏
右
肩
後
方
の
持
天
蓋
菩
薩
は
、
北
十
萬
系
阿
弥
陀

二
十
五
菩
薩
来
迎
図
に
お
け
る
来
迎
雲
左
端
の
持
幡
菩
薩
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
が
、
千

燈
石
仏
以
前
の
ど
の
段
階
で
現
状
の
持
物
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
手
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
存
の
北
十
萬
系
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
の
よ
う
な
図
像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、

来
迎
雲
左
端
の
ま
ま
持
物
が
天
蓋
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
差
し
掛
け
る
対
象
が

近
く
に
な
い
た
め
、
さ
す
が
に
起
こ
り
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
、
阿
弥
陀
仏
の
右
肩
後

方
に
天
蓋
が
描
か
れ
た
こ
と
は
ま
だ
想
定
し
う
る
。
そ
の
位
置
で
は
、
上
方
に
突
き
出
、

後
方
に
た
な
び
く
幡
を
描
く
よ
り
、
前
方
に
吊
る
す
天
蓋
を
描
く
方
が
群
像
中
に
お
け
る



収
ま
り
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
来
金
蓮
華
に
摂
取
さ
れ
る
往
生
者
に
差
し
か

け
ら
れ
る
べ
き
天
蓋
を
こ
の
位
置
に
配
す
る
こ
と
が
千
燈
石
仏
以
前
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
望
ま
れ
る
点
で
あ
る
。

　（
五
）奏
楽
菩
薩
等
の
配
置

　

聖
衆
の
担
当
す
る
楽
器
に
注
目
し
て
も
、
千
燈
石
仏
・
勝
願
寺
本
・
福
岡
市
博
物
館
と

で
は
類
似
す
る
点
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
〈
図
2
〉。

　

例
え
ば
、
千
燈
石
仏
で
は
、
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
に
次
い
で
琵
琶
と
箏
と
風
琴
の
菩

薩
が
配
置
さ
れ
る
。
こ
の
三
種
の
楽
器
の
組
み
合
わ
せ
は
勝
願
寺
本
で
も
、
多
少
の
位
置

的
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
奏
楽
集
団
の
前
線
に
確
認
で
き
る
。
立
像
来
迎
図
で
も
、
清
凉

寺
の
迎
接
曼
荼
羅
以
来
、
琵
琶
と
箏
が
奏
楽
菩
薩
の
前
線
に
出
る
傾
向
は
強
い
が（
19
）、
そ

こ
に
風
琴
が
加
わ
る
こ
と
は
千
燈
石
仏
と
勝
願
寺
本
の
よ
り
深
い
次
元
で
の
結
び
つ
き
を

示
唆
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
福
岡
市
博
物
館
本
で
は
、
琵
琶
や
風
琴
は
後
方
に
、
そ
れ
も

お
互
い
離
れ
て
配
置
さ
れ
、
三
楽
器
に
特
別
な
関
係
は
よ
み
取
れ
な
い
。
三
種
の
楽
器
に

注
目
す
る
限
り
で
は
、
千
燈
石
仏
は
勝
願
寺
本
と
よ
り
系
譜
的
に
近
縁
で
あ
り
、
福
岡
市

博
物
館
本
と
は
や
や
遠
縁
の
関
係
に
あ
る
と
類
推
で
き
る
。

　

三
点
の
北
十
萬
系
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
像
で
は
全
て
、
阿
弥
陀
仏
の
乗
る
来
迎

雲
の
大
き
な
か
た
ま
り
か
ら
外
れ
る
よ
う
に
鶏
婁
鼓
と
振
鼓
の
菩
薩
・
細
腰
鼓
の
菩
薩
が

表
さ
れ
る（
20
）。
こ
れ
は
立
像
の
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
に
も
ま
ま
示
さ
れ
る
表
現
で

あ
る
が
、
北
十
萬
系
で
は
坐
像
の
阿
弥
陀
聖
衆
の
中
に
立
奏
楽
器
を
演
奏
す
る
菩
薩
を
混

入
す
る
の
を
避
け
よ
う
と
す
る
特
有
の
ね
ら
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

独
特
の
阿
弥
陀
三
尊
の
図
像
か
ら
始
ま
っ
た
北
十
萬
系
で
は
三
尊
の
緊
張
関
係
を
崩
し
か

ね
な
い
要
素
を
あ
え
て
挿
入
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う（
21
）。

　

最
後
に
大
太
鼓
の
位
置
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
立
像
の
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
で

は
通
常
、
大
太
鼓
は
来
迎
の
列
の
後
尾
、
画
面
平
面
上
で
は
左
上
端
に
配
置
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
千
燈
石
仏
で
は
、
大
太
鼓
は
上
段
の
後
ろ
か
ら
三
番
目
に
配
置
さ

れ
、
左
端
に
は
笙
の
菩
薩
が
坐
す
。
大
太
鼓
の
位
置
は
奏
楽
の
列
の
中
程
後
方
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
特
徴
的
な
大
太
鼓
の
配
置
も
や
は
り
勝
願
寺
本
・
福
岡
市
博
物
館
本
に
引
き
つ
け

て
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
勝
願
寺
本
・
福
岡
市
博
物
館
本
で
は
、
聖
衆
の
配
置
が
蛇

行
す
る
た
め
、
最
後
尾
部
分
の
大
太
鼓
も
絵
絹
の
左
上
端
に
は
こ
な
い
。
大
太
鼓
が
画
面

（
あ
る
い
は
石
面
）の
左
上
端
に
配
さ
れ
な
い
点
で
、
千
燈
石
仏
は
勝
願
寺
本
・
福
岡
市
博

物
館
本
に
類
似
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

　

つ
ま
り
、
千
燈
石
仏
に
お
け
る
大
太
鼓
の
配
置
は
、
北
十
萬
系
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来

迎
図
像
を
横
長
の
構
図
に
圧
縮
し
た
際
の
名
残
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
大
太
鼓
の
菩
薩
直
下（
中
段
）に
、
膝
上
の
鼓
を
両
手
で
叩
く
菩
薩
が
お
り
、
勝
願

寺
本
で
も
、
同
様
の
位
置
に
台
上
の
鼓
を
素
手
で
叩
く
菩
薩
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
原
図

像
圧
縮
化
の
証
左
と
な
ろ
う
。

　（
六
）希
薄
な
景
観
表
現

　

勝
願
寺
本
・
福
岡
市
博
物
館
本
は
と
も
に
景
観
を
描
き
、
特
に
前
者
は
草
庵
の
周
囲
を

広
い
視
野
で
捉
え
て
山
や
水
面
、
樹
木
等
を
描
く
。
こ
の
よ
う
な
精
緻
な
景
観
表
現
は
鎌

倉
時
代
の
立
像
来
迎
図
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（
22
）。

　

そ
れ
に
ひ
き
比
べ
る
と
、
千
燈
石
仏
に
は
景
観
ら
し
き
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

類
例
二
本
で
は
往
生
者
の
他
に
も
家
屋
の
中
に
家
族
ら
し
き
人
物
も
描
か
れ
る
の
に
対
し

て
、
千
燈
石
仏
の
往
生
者
は
一
人
だ
け
、
建
築
も
い
た
っ
て
簡
素
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

奥
行
き
あ
る
空
間
表
現
や
往
生
者
に
ま
つ
わ
る
人
間
関
係（
家
族
の
物
語
）を
千
燈
石
仏
は

表
さ
な
い
。
よ
っ
て
、
景
観
表
現
に
関
し
て
は
勝
願
寺
本
・
福
岡
市
博
物
館
本
と
の
間
に

際
立
っ
た
類
似
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

立
像
の
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
あ
る
い
は
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
で
は
、
時
代
を
下

る
ほ
ど
景
観
表
現
に
対
す
る
意
欲
が
薄
れ
、
一
四
世
紀
に
は
虚
空
の
中
に
草
庵
が
浮
か
ぶ

か
の
よ
う
な
空
間
的
合
理
性
を
無
視
す
る
作
例
も
出
て
く
る（
23
）。
例
え
ば
、
神
奈
川
光
明

寺
の
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
〈
図
13
〉
は
景
観
を
描
か
ず
、
来
迎
雲
で
画
面
下
部
を

充
填
す
る
。
千
燈
石
仏
の
、
石
面
を
聖
衆
と
来
迎
雲
で
埋
め
尽
く
す
表
現
は
、
光
明
寺
本



に
明
ら
か
な
空
間
表
現
の
後
退
と
類
似
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
千
燈
石
仏
は
横
長
の
画
面
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
石
の
レ
リ
ー
フ
で

あ
る
と
い
う
来
迎
図
と
し
て
は
二
重
に
特
殊
な
条
件
を
抱
え
て
お
り
、
景
観
表
現
の
希
薄

性
に
つ
い
て
は
そ
の
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
一
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
通
常
縦
長
の
画
面
で
あ
る
斜
め
構
図
の
来
迎
図
像
を
横
長

の
石
面
に
押
し
込
め
る
過
程
に
景
観
モ
チ
ー
フ
を
放
棄
す
る
契
機
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

　

第
二
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
絵
絹（
あ
る
い
は
紙
本
）と
石
材
と
で
景
観
表
現
の
難
易
が

全
く
違
っ
て
く
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
と
こ
ろ
で
、
無
論
平
面
上
に
線
描
や
彩
色

に
よ
り
虚
構
の
空
間
を
生
み
出
せ
る
絵
の
方
が
景
観
表
現
は
た
や
す
い
。
そ
れ
に
比
し
て

石
の
浮
き
彫
り
は
、
強
固
な
素
材
の
凹
凸
を
虚
構
空
間
に
変
換
す
る
高
度
な
技
術
が
必
要

と
な
る
。
技
術
的
な
困
難
が
景
観
表
現
を
避
け
る
方
向
に
向
か
わ
せ
た
こ
と
も
合
わ
せ
て

仮
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　（
七
）小
結

　

以
上
の
観
察
か
ら
、
千
燈
石
仏
の
聖
衆
の
配
置
や
組
み
合
わ
せ
に
は
、
既
知
の
北
十
萬

系
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
像
と
系
譜
的
繋
が
り
を
類
推
す
る
に
十
分
な
類
似
性
が
確

認
で
き
た
。
特
に
、
阿
弥
陀
仏
を
は
さ
む
僧
形
菩
薩
と
阿
弥
陀
仏
左
肩
後
方
の
持
幡
菩
薩

の
組
み
合
わ
せ
は
勝
願
寺
本
に
一
致
す
る
点
で
、
両
者
は
福
岡
市
博
物
館
本
よ
り
系
譜
的

に
近
い
関
係
に
あ
る
蓋
然
性
が
出
て
き
た
。

　

一
方
で
、
千
燈
石
仏
の
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
が
寄
り
添
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
離
れ
る
こ

と
や
本
尊
が
一
般
的
な
来
迎
印
を
示
す
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
主
流
派
た
る
立
像
の

阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
の
図
像
に
接
近
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
。

　

景
観
を
表
現
し
な
い
こ
と
に
は
石
仏
特
有
の
事
情
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
簡
素
な

草
庵
と
往
生
者
は
立
像
の
来
迎
図
に
お
け
る
同
モ
チ
ー
フ
と
結
果
的
に
は
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
た
。

六
、
毘
沙
門
天
・
不
動
明
王
の
図
像
と
配
置
の
問
題
　
　
　

　

阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
を
表
し
た
千
燈
石
仏
に
は
毘
沙
門
天
と
不
動
明
王（
以
下
、
適

宜
「
両
尊
」
と
呼
ぶ
）が
付
属
し
て
い
た
。
し
か
し
両
尊
が
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
に
加
わ
る
こ

と
は
来
迎
信
仰
の
聖
典
で
あ
る
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
説
か
れ
ず
、
通
常
の
来
迎
図
に
も

描
か
れ
な
い
。
優
美
な
来
迎
聖
衆
の
最
後
尾
に（
そ
れ
も
毘
沙
門
天
は
正
面
か
ら
み
え
な
い

左
側
面
に
）、
大
き
く
浮
き
彫
り
さ
れ
た
雄
々
し
い
両
尊
は
異
物
感
を
免
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
両
尊
の
浮
き
彫
り
技
法
や
頭
部
の
大
き
い
体
つ
き
は
来
迎
部
分
と
変
わ
り

な
く
、
毘
沙
門
天
・
不
動
明
王
は
来
迎
部
分
と
同
時
期
に
彫
出
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
仮

に
両
部
分
の
制
作
年
代
が
異
な
り
、（
石
面
を
違
え
て
毘
沙
門
天
・
不
動
明
王
の
み
を
彫
る

と
は
考
え
に
く
の
で
）阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
が
彫
ら
れ
て
か
ら
後
に
両
尊
が
付
加
さ
れ

る
と
想
定
す
る
と
、
当
初
は
正
面
左
上
部
に
菩
薩
二
尊
分
の
余
白
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、

構
図
的
に
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

両
尊
が
来
迎
部
分
と
同
作
で
あ
る
こ
と
は
、
六
郷
満
山
の
石
仏
の
中
に
両
尊
を
脇
侍
と

す
る
作
例
が
十
例
ほ
ど
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る（
24
）。

　

こ
の
脇
侍
と
し
て
の
両
尊
の
組
み
合
わ
せ
は
比
叡
山
で
、
段
階
的
に
成
立
し
た
と
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
円
仁
〔
七
九
四
〜
八
六
四
〕
が
聖
観
音
菩
薩
と
毘
沙
門
天
を
横
川
中
堂

に
祀
り
、
後
に
良
源
〔
九
一
二
〜
九
八
五
〕
が
そ
こ
に
不
動
明
王
を
追
加
し
た（
25
）。

　

円
仁
の
横
川
中
堂
創
建
は
嘉
祥
元
年
〔
八
四
八
〕
の
こ
と
で
あ
る
。『
阿
娑
縛
抄
』
に
よ

れ
ば
、
円
仁
が
唐
か
ら
帰
国
す
る
海
上
で
大
風
に
遭
難
し
観
音
菩
薩
を
念
じ
た
と
こ
ろ
毘

沙
門
天
が
出
現
し
た
。
そ
の
姿
を
図
絵
さ
せ
る
と
嵐
が
や
み
、
円
仁
は
無
事
帰
国
で
き
た
。

そ
こ
で
円
仁
は
横
川
に
中
堂
を
建
て
、
聖
観
音
菩
薩
像
と
毘
沙
門
天
の
両
像
を
安
置
し
た

と
さ
れ
る（
26
）。

　

両
像
に
不
動
明
王
像
が
加
わ
る
の
は
天
延
元
年
〔
九
七
三
〕
の
こ
と
で
、『
慈
恵
大
僧
正

拾
遺
伝
』
に
は
、
横
川
中
堂
再
興
時
に
良
源
が
「
奉
造
等
身
不
動
明
王
像
、
設
於
大
会
奉

開
眼
之
」（
等
身
不
動
明
王
像
を
造
り
奉
り
、
大
会
に
設
け
て
之
を
開
眼
し
奉
る
）（
27
）と
あ

り
、
こ
こ
に
「
観
音
を
中
心
と
し
て
、
顕
密
二
教
の
統
一
を
は
か
る
」（
28
）三
尊
構
成
が
完



成
し
た
。

　

後
に
こ
の
不
動
明
王
と
毘
沙
門
天
の
一
対
像
は
天
台
宗
を
中
心
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
際
、
中
尊
が
聖
観
音
菩
薩
に
限
ら
れ
ず
、
異
な
る
観
音
や
他
の
仏
・
菩
薩
・
天
部
に

入
れ
換
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
点
は
特
異
で
あ
る
。
中
堂
の
三
尊
が
儀
軌
に
依
ら
な
い

三
尊
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
両
尊
の
脇
侍
に
本
尊
を
限
定
し
な
い
汎
用
性
を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

六
郷
満
山
は
比
叡
山
と
関
係
が
深
く
、
こ
の
地
で
天
台
の
信
仰
は
独
自
の
山
岳
宗
教
と

融
合
し
た
。
旧
千
燈
寺
も
当
然
な
が
ら
天
台
寺
院
で
あ
り
、
寺
跡
に
は
山
王
権
現
を
祀
る

堂
宇
の
跡
も
残
る
。
阿
弥
陀
来
迎
に
両
尊
が
加
わ
る
イ
メ
ー
ジ
は
天
台
浄
土
教
の
文
脈
か

ら
理
解
す
べ
き
と
考
え
る
。　

　

こ
こ
で
い
ま
い
ち
ど
両
尊
の
う
ち
毘
沙
門
天
の
図
像
に
注
目
す
る
と
、
そ
れ
は
右
手
に

宝
棒
を
持
ち
、
左
掌
で
宝
塔
を
か
か
げ
、
岩
座
に
乗
る
姿
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
毘
沙
門

天
と
不
動
明
王
の
組
み
合
わ
せ
を
描
く
例
は
春
日
曼
荼
羅
や
熊
野
曼
荼
羅
等
の
、
本
地
垂

迹
思
想
に
基
づ
く
中
世
の
仏
教
美
術
作
品
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
鎌
倉
時
代

に
成
立
し
た
日
吉
山
王
曼
荼
羅
の
多
く
が
こ
の
図
像
の
両
尊
像
を
採
用
し
て
お
り
注
目
さ

れ
る（
29
）。

　

比
叡
山
の
鎮
守
日
吉
大
社
の
祭
神
や
社
地
を
本
地
垂
迹
説
思
想
に
基
づ
き
描
く
日
吉
山

王
曼
荼
羅
で
は
、
大
社
の
各
祭
神
に
本
地
仏
が
あ
て
ら
れ
る
場
合
、
中
七
社
の
早
尾
社
に

不
動
明
王
、
大
行
事
社
に
毘
沙
門
天
像
が
対
応
さ
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
絵
像
で
は
総
じ
て
、
毘
沙
門
天
は
画
面
左
下
に
、
不
動
明
王
は
画
面
右
下
に
、

向
か
い
合
っ
て
神
仏
を
守
衛
す
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。
両
者
は
対
応
関
係
に
あ
る
た
め
、

立
座
の
姿
勢
は
統
一
さ
れ
る
。

　

そ
の
点
で
千
燈
石
仏
の
両
尊
像
と
一
致
す
る
例
は
な
い
が
、
毘
沙
門
天
立
像
に
つ
い
て

は
、
延
暦
寺
所
蔵
の
山
王
曼
荼
羅
〈
図
14
〉（
南
北
朝
時
代
）が
図
像
的
に
最
も
千
燈
石
仏
に

近
く
、
両
足
の
か
ま
え
方
こ
そ
異
な
る
も
、
お
お
よ
そ
の
特
徴
は
類
似
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
〈
図
15
〉。

　

不
動
明
王
坐
像
は
、
図
像
不
鮮
明
の
た
め
、
東
密
・
台
密
そ
れ
ぞ
れ
で
多
様
な
発
展
を

み
た
明
王
図
像
と
の
比
較
は
な
か
な
か
難
し
い
。
山
王
曼
荼
羅
で
は
、
延
暦
寺
の
山
王
本

地
仏
曼
荼
羅
図
〈
図
16
〉（
鎌
倉
時
代
）の
不
動
明
王
〈
図
17
〉
が
、
条
帛
の
先
端
を
腹
部
中

央
で
襷
部
の
上
か
ら
比
較
的
垂
直
に
垂
ら
す
点
で
千
燈
石
仏
に
遠
か
ら
ぬ
印
象
で
は
あ
る
。

だ
が
、
同
曼
荼
羅
で
よ
り
注
目
に
値
す
る
の
は
、
む
し
ろ
毘
沙
門
天
坐
像
で
〈
図
17
〉、
下

腿
で
絞
っ
た
袴
の
膝
部
が
同
心
円
的
衣
文
を
描
く
点
は
、
渦
巻
き
状
を
呈
す
る
千
燈
石
仏

不
動
明
王
の
膝
部
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
裳
を
着
す
坐
像
に
は
不
自
然
な
こ
の
よ
う
な
ド

レ
ー
プ
表
現
に
つ
い
て
は
、
尊
格
を
超
え
て
毘
沙
門
天
坐
像
か
ら
移
入
さ
れ
た
可
能
性
も

含
め
、
慎
重
に
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

前
述
の
通
り
、
両
尊
の
図
像
は
他
の
曼
荼
羅
等
に
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

で
は
必
ず
し
も
両
尊
が
対
応
関
係
を
示
し
か
つ
そ
の
左
右
位
置
が
一
定
で
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
お
そ
ら
く
、
明
確
な
意
識
を
も
っ
て
脇
侍
と
さ
れ
た
両
尊
の
イ
メ
ー
ジ
は
日
吉
山

王
曼
荼
羅
に
お
い
て
最
も
安
定
的
に
継
承
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
天
台
宗
旧
千
燈
寺
が
山
内
に
山
王
権
現
を
祀
っ
て
い
た
こ
と
に
も
留
意
す
れ

ば
、
千
燈
石
仏
の
両
尊
像
は
日
吉
山
王
曼
荼
羅
を
中
心
に
培
わ
れ
た
天
台
信
仰
の
図
像
を

阿
弥
陀
来
迎
の
図
像
に
転
用
し
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
。
立
坐
を
異
に
す
る
両
尊
像

で
あ
る
か
ら
、
複
数
の
絵
像
か
ら
別
個
に
引
用
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

不
動
明
王
が
わ
ざ
わ
ざ
来
迎
の
進
行
方
向
か
ら
顔
を
そ
む
け
、
毘
沙
門
天
の
方
を
向
く

の
は
、
制
作
者
が
両
尊
の
向
か
い
合
う（
山
王
曼
荼
羅
の
よ
う
な
）イ
メ
ー
ジ
を
意
識
し
た

結
果
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
毘
沙
門
天
と
不
動
明
王
の
来
迎
が
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
な
い
こ
と
は
前

述
し
た
通
り
だ
が
、
平
安
時
代
の
信
仰
実
践
に
お
い
て
も
、
毘
沙
門
天
と
不
動
明
王
が
阿

弥
陀
来
迎
に
加
わ
る
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
一
般
的
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
平
安
時

代
に
著
さ
れ
た
各
種
の
往
生
伝
に
は
天
台
浄
土
系
の
念
仏
者
が
多
い
た
め
、
法
華
経
の
守

護
神
た
る
毘
沙
門
天
が
往
生
を
幇
助
す
る
場
面
は
あ
る
が
、
毘
沙
門
天
と
不
動
明
王
が
そ

ろ
っ
て
来
迎
に
関
与
す
る
話
は
管
見
の
限
り
で
は
一
例
の
み
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
上
九

の
大
和
国
鳴
河
寺
住
僧
経
助
上
人
の
小
伝
だ
け
で
あ
る
。

　
　

于
時
彼
人
入
滅
之
夜
。
同
寺
住
僧
観
久
夢
。
経
助
上
人
移
徒
他
所
。
毘
沙
門
天
王
在



前
。
不
動
明
王
在
後
。
扶
持
相
従
而
送
云
々
。
便
知
天
王
明
王
摂
取
而
導
西
方
。
上

品
決
定
往
生
之
相
也（
時
に
彼
の
人
入
滅
の
夜
、
同
寺
の
住
僧
観
久
夢
み
ら
く
、
経
助

上
人
他
所
に
わ
た
ま
す
。
毘
沙
門
天
王
前
に
あ
り
、
不
動
明
王
後
に
あ
り
、
扶
持
し

て
送
る
と
云
々
。
便
ち
天
王
明
王
摂
取
し
て
西
方
に
導
く
と
知
る
。
上
品
決
定
往
生
の

相
な
り
）（
30
）。

　

経
助
上
人
が
死
去
し
た
夜
、
同
寺
の
僧
が
夢
を
見
た
。
経
助
の
前
に
毘
沙
門
天
王
が
、

後
ろ
に
不
動
明
王
が
、
経
助
を
支
え
る
よ
う
に
つ
き
従
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
夢
は
西

方
浄
土
へ
の
引
導
、
そ
れ
も
上
品
往
生
の
証
し
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
こ
の
両
尊
の
「
摂
取
」
も
、
機
能
的
に
は
阿
弥
陀
来
迎
の
代
替
で
は
あ
っ
て
も

阿
弥
陀
来
迎
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
し
た
い
。
こ
の
説
話
を
も
っ
て
毘
沙
門

天
と
不
動
明
王
を
来
迎
仏
と
み
な
す
信
仰
が
確
立
し
て
い
た
と
推
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

そ
の
こ
と
は
阿
弥
陀
来
迎
と
毘
沙
門
天
・
不
動
明
王
を
組
み
合
わ
せ
た
絵
像
が
少
な
い

こ
と
か
ら
も
推
し
量
ら
れ
る
。
こ
こ
で
そ
の
例
外
的
な
二
点
、
安
楽
寿
院
の
阿
弥
陀
聖
衆

来
迎
図（
鎌
倉
時
代
）〈
図
18
〉
と
徳
川
美
術
館
の
刺
繍
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図（
鎌
倉
時
代
）

〈
図
19
〉
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

二
点
と
も
、
画
面
中
央
に
来
迎
雲
に
乗
る
阿
弥
陀
聖
衆
を
正
面
向
き
に
表
し
、
毘
沙
門

天
と
不
動
明
王
は
そ
の
下
部（
徳
川
美
術
館
本
で
は
、
表
装
の
地
部
分
に
刺
繍
さ
れ
た
蓮

池
）左
右
に
配
置
さ
れ
る
。
二
組
の
脇
侍
は
阿
弥
陀
聖
衆
と
一
緒
に
来
迎
雲
に
乗
る
こ
と
は

な
い
し
、
後
者
で
は
阿
弥
陀
三
尊
と
次
元
を
異
に
す
る
。

　

地（
岩
）上
に
足
を
つ
け
、
門
番
の
よ
う
に
左
右
を
か
た
め
る
毘
沙
門
天
と
不
動
明
王
は

本
尊
の
「
阿
弥
陀
来
迎
の
情
景
」
を
守
護
す
る
脇
侍
の
働
き
を
す
る
存
在
で
あ
っ
て
、
来

迎
聖
衆
の
一
員
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
二
作
例
に
お
け
る
両
尊
図
像
の
扱
い
は
、
両
尊
が

あ
く
ま
で
仏
法
お
よ
び
仏
教
徒
の
守
護
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
両
尊
の
性
格
を
踏
ま
え
る
と
、
阿
弥
陀
聖
衆
の
後
ろ
に
不
動
明
王
と
毘

沙
門
天
が
並
ぶ
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
千
燈
石
仏
は
か
な
り
特
異
な
イ
メ
ー
ジ
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
い
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
特
別
な
尊
像
配
置
の
問
題
を
視
覚
的
効
果
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。

　

先
の
安
楽
寿
院
本
や
徳
川
美
術
館
本
と
千
燈
石
仏
の
来
迎
図
像
の
根
本
的
な
違
い
を
考

え
る
と
、
来
迎
を
前
者
が
正
面
観
で
、
後
者
が
斜
め
向
き
に
捉
え
る
こ
と
に
思
い
至
る
。

　

い
わ
ゆ
る
正
面
構
図
の
来
迎
図
像
に
毘
沙
門
天
・
不
動
明
王
の
脇
侍
を
つ
け
よ
う
と
す

る
と
、
両
尊
が
来
迎
の
進
む
ベ
ク
ト
ル
を
は
さ
ん
で
対
置
さ
れ
な
い
構
図
は
、
極
度
に
安

定
感
を
欠
く
構
図
で
あ
る
た
め
生
ま
れ
難
い
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
正
面
構
図
の
対

称
的
な
配
置
の
優
れ
た
点
は
ま
さ
に
、
三
者
が
時
空（
あ
る
い
は
来
迎
雲
）を
共
有
せ
ず
と

も
、
画
面
平
面
上
で
求
心
的
な
関
係
を
結
べ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
斜
め
構
図
の
来
迎
図
像
で
は
、
来
迎
の
進
む
ベ
ク
ト
ル
は
画
面
を

二
分
す
る
対
角
線
と
な
る
。「
阿
弥
陀
来
迎
の
情
景
」
と
い
う
中
尊
が
斜
め
を
向
く
状
況
で

は
、
来
迎
と
脇
侍
の
関
係
に
は
正
面
構
図
ほ
ど
の
安
定
性
や
共
時
性
は
望
め
な
い
。
ま
た
、

ベ
ク
ト
ル
の
終
点
に
阿
弥
陀
仏
と
対
峙
す
る
往
生
者
像（
通
常
は
画
面
右
下
）が
い
る
場
合
、

往
生
者
は
不
動
明
王
に
背
を
向
け
な
が
ら
脇
侍
に
荘
厳
さ
れ
る
か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
う
い
っ
た
不
合
理
点
や
来
迎
図
像
と
脇
侍
の
視
覚
的
に
不
安
定
な
関
係
性
が
脇
侍
の

配
置
を
模
索
す
る
口
火
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
石
仏
制
作
の
構
想
あ
る
い
は
石
面
成
形
の

初
期
段
階
で
、
不
動
明
王
に
つ
い
て
は
石
仏
正
面
に
廻
す
判
断
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か（
31
）。

　

石
仏
正
面
に
移
動
し
た
不
動
明
王
が
毘
沙
門
天
と
異
な
り
坐
像
で
あ
る
の
は
、
阿
弥
陀

仏
坐
像
の
サ
イ
ズ
を
越
え
ず
、
か
つ
二
十
五
菩
薩
を
充
填
す
る
石
仏
正
面
に
明
王
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
収
容
す
る
意
味
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
坐
像
化
に
は
、
不
動
明
王

立
像
を
無
理
に
縮
小
し
て
毘
沙
門
天
立
像
と
身
長
が
相
違
す
る
の
を
回
避
で
き
る
利
点
も

あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

不
動
明
王
坐
像
の
配
置
は
自
ず
と
来
迎
聖
衆
の
後
尾
に
ま
わ
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ

の
際
に
毘
沙
門
天
の
岩
座
に
高
さ
を
合
わ
せ
て
石
仏
正
面
左
下
の
ス
ペ
ー
ス
に
明
王
像
を

す
え
る
こ
と
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
る
で
来
迎
雲
に
乗
り
、
聖
衆
と
と
も
に
浮
遊
す
る

か
の
よ
う
に
、
不
動
明
王
は
中
上
段
後
尾
に
表
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
不
動
明
王
を
正
面



に
移
す
限
り
で
き
る
だ
け
来
迎
の
動
き
の
中
に
な
じ
ま
せ
よ
う
と
す
る
方
針
が
読
み
取
れ

る
。

　

そ
の
よ
う
な
方
針
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
毘
沙
門
天
も
正
面
に
廻
せ
ば
よ
い
よ
う
に
思

え
、
不
可
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
観
者
の
視
点
を
一
点
か
ら
解
放
す
れ
ば
、
正
面（
東
面
）

に
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
と
不
動
明
王
が
、
左
側
面（
南
面
）に
毘
沙
門
天
が
、
二
面
に
回
り

込
ん
で
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
西
方
か
ら
の
阿
弥
陀
仏
来
臨
の
運
動
感
を
三
次
元
的
に

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
は
な
い
。
こ
れ
は
結
果
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
非
平
面
の
支

持
体
を
用
い
た
制
作
過
程
で
、
一
平
面
の
薄
肉
彫
り
で
は
困
難
な
奥
行
き
表
現
を
、
岩
塊

の
立
体
性
を
活
用
し
て
補
う
工
夫
が
な
さ
れ
た
可
能
性
は
一
考
に
値
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

無
論
、
以
上
は
筆
者
の
暫
定
的
な
解
釈
に
過
ぎ
ず
、
異
例
な
両
尊
の
配
置
に
つ
い
て
は

さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
そ
れ
で
も
、
往
生
者
が
来
迎
聖

衆
に
摂
取
さ
れ
る
仏
教
絵
画
の
主
題
を
、
山
地
に
据
え
ら
れ
た
火
山
岩
に
表
現
す
る
と
い

う
前
例
少
な
い
創
作
の
過
程
に
お
い
て
、
現
場
主
義
的
な
試
行
錯
誤
や
ア
イ
デ
ア
の
発
現

が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

七
、
旧
千
燈
寺
と
千
燈
石
仏

　

石
仏
研
究
の
難
点
の
一
つ
は
、
制
作
者
像
と
制
作
年
代
の
判
定
で
あ
る
。
一
切
の
銘
文

を（
観
察
の
限
り
）残
さ
な
い
千
燈
石
仏
が
観
察
者
に
突
き
つ
け
る
の
も
ま
さ
に
こ
の
問
題

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
今
後
の
研
究
の
足
が
か
り
と
し
て
、
石
仏
の
制
作
背
景
に
つ
い
て

筆
者
な
り
の
展
望
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
制
作
年
代
は
、
勝
願
寺
本
・
福
岡
市
博
物
館
本
が
鎌
倉
時
代
も
後
半（
勝
願
寺
本

に
つ
い
て
は
一
四
世
紀
）（
32
）と
さ
れ
て
お
り
、
千
燈
石
仏
も
こ
れ
に
近
い
頃
制
作
さ
れ
て

お
か
し
く
は
な
い
。

　

前
述
の
通
り
旧
千
燈
寺
跡
に
は
南
北
朝
時
代
の
仁
聞
の
国
東
塔
が
残
り
、
ま
た
、
旧
千

燈
寺
の
里
坊
で
千
燈
石
仏
に
近
い
旧
下
払
坊（
法
教
寺
）跡
に
も
南
北
朝
時
代
初
期
の
国
東

塔
が
残
る
。
両
者
と
も
に
安
山
岩
製
で
、
千
燈
石
仏
と
同
一
材
で
あ
る
。
一
四
世
紀
の
千

燈
寺
で
大
規
模
な
石
造
物
が
制
作
さ
れ
た
事
実
は
、
決
定
的
で
は
な
い
に
し
ろ
、
千
燈
石

仏
の
時
代
判
定
の
参
考
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
北
十
萬
系
来
迎
図
が
浄
土
宗
の
一
派
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
と
す
る
と
、

天
台
宗
の
旧
千
燈
寺
が
そ
れ
を
受
容
す
る
に
は
や
や
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
定
し

た
方
が
よ
い
。

　

実
は
今
回
の
調
査
で
は
断
念
し
た
の
だ
が
、
旧
千
燈
寺
跡
に
あ
る
、
奥
の
院
が
建
つ
岩

窟
の
側
面
に
、
や
は
り
来
迎
図
ら
し
き
制
作
年
代
不
明
の
浮
き
彫
り
群
像
が
あ
る
よ
う
で

あ
る（
33
）。
旧
千
燈
寺
の
よ
り
中
核
で
来
迎
図
像
が
受
容
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
、
同
寺
に

と
っ
て
の
千
燈
石
仏
の
意
味
を
考
察
す
る
上
で
非
常
に
有
益
で
あ
る
。
こ
の
磨
崖
仏
と
千

燈
石
仏
の
相
互
的
研
究
は
制
作
年
代
の
考
証
に
も
大
い
に
資
す
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
な
る
。

　

次
に
、
石
仏
の
制
作
者
の
問
題
で
あ
る
。
大
分
県
内
も
南
部
で
は
、
例
え
ば
元
町
石
仏

の
よ
う
に
、
木
仏
師
の
関
与
が
濃
厚
な
丸
彫
り
に
近
い
作
例
も
あ
る
に
せ
よ
、
少
な
く
と

も
国
東
半
島
の
石
仏
の
ほ
と
ん
ど
は
中
肉
彫
り
以
下
で
、
平
面
的
な
処
理
に
終
始
す
る
素

朴
な
作
風
で
あ
る（
34
）。
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
石
仏
の
多
く
は
修
験
的
な
動
機
か
ら
、
山
中
修

行
者
の
振
る
う
鑿
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

千
燈
石
仏
の
造
作
も
ま
た
、
特
別
に
技
巧
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
平
面
的
な
図
像

の
処
理
や
、
尊
像
の
頭
部
の
大
き
な
童
子
形
の
体
型
は
国
東
半
島
の
多
く
の
石
仏
と
共
通

す
る
点
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
先
行
す
る
絵
像
に
基
づ
い
て
極
め
て
複
雑
な
イ
メ
ー
ジ
を
こ
ま
ご
ま
と
彫
出

す
る
慎
重
さ
・
丁
寧
さ
は
、
山
中
修
行
者
に
よ
る
荒
々
し
い
作
風
と
は
や
や
異
質
で
あ
る
。

　

鞘
堂
が
あ
る
た
め
、
千
燈
石
仏
の
岩
塊
が
地
中
の
岩
盤
か
ら
突
起
し
て
い
な
い
と
は
断

言
で
き
な
い
が
、
周
囲
の
環
境
か
ら
し
て
、
岩
塊
は
他
処
か
ら
運
搬
し
た
も
の
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
千
燈
石
仏
の
制
作
工
程
の
第
一
は
運
搬
・
設
置
作
業
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
、
懸
崖
等
の
天
然
の
露
頭
に
表
さ
れ
る
磨
崖
仏
と
は
異
な
る
点
で

あ
る
。
そ
し
て
、
岩
塊
の
設
置
の
次
は
、
岩
を
割
っ
て
平
滑
面
と
作
り
出
し
を
整
備
す
る

段
階
に
入
る
。



　

以
上
の
よ
う
な
工
程
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
や
集
団
的
作
業
体
制
が
必
要
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
け
だ
し
、
千
燈
石
仏
は
旧
千
燈
寺
の
寺
院
経
営
の
枠
組
み
の
中
で
、
組

織
的
・
計
画
的
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
み
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
磨
崖
仏
と
は
異
質
な
、

あ
る
種
の
大
人
し
さ
も
、
そ
の
あ
た
り
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
千
燈
石
仏
の
現
所
在
地
点
は
旧
千
燈
寺
中
枢
か
ら
西
北
方
向
に
当
た
る

〈
地
図
〉。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
は
『
往
生
要
集
』
の
中
で
、
臨
終
行
儀
の
た
め
の
無

常
院
を
設
け
る
方
角
と
重
な
る（
35
）。
ま
た
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
千
燈
石
仏
は
東
面
し
、

礼
拝
者
は
西
方
を
向
い
て
阿
弥
陀
来
迎
の
場
面
を
見
つ
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
構
造
も

ま
た
、
金
色
の
阿
弥
陀
仏
像
が
設
置
さ
れ
、
像
と
西
面
す
る
病
者
が
五
色
の
幡
で
つ
な
が

る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
無
常
院
を
想
起
さ
せ
る
。

　

設
置
状
況
が
当
初
か
ら
変
わ
ら
な
い
と
す
る
と
、
こ
の
石
仏
は
、
無
常
導
師
所
と
し
て

六
郷
満
山
の
死
の
側
面
を
司
っ
た
旧
千
燈
寺
に
と
り
重
要
な
機
関
で
は
な
か
っ
た
か
と
推

測
さ
れ
る
。

八
、
ま
と
め
　

　

本
調
査
に
よ
り
、
千
燈
石
仏
は
立
像
が
主
流
と
な
っ
た
鎌
倉
時
代
以
降
に
あ
っ
て
細
々

と
描
か
れ
た
坐
像
来
迎
図
、
北
十
萬
系
来
迎
図
の
系
譜
を
汲
む
一
点
で
あ
る
こ
と
が
お
お

よ
そ
定
か
と
な
っ
た
。

　

北
十
萬
系
来
迎
図
は
元
来
阿
弥
陀
三
尊
の
絵
像
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
立
像

来
迎
図
か
ら
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
を
坐
像
化
し
て
取
り
入
れ
た
作
例
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
、

勝
願
寺
本
と
福
岡
市
博
物
館
本
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
千
燈
石
仏
は
こ
れ
に
加
わ
る
第
三

の
作
例
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
阿
弥
陀
来
迎
図
研
究
を
深
化
さ
せ
る
好
作
例

と
な
る
。

　

類
作
例
に
な
い
千
燈
石
仏
の
美
術
史
的
特
長
は
、
制
作
者
の
信
仰
地
盤
が
あ
る
程
度
明

ら
か
で
あ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
千
燈
石
仏
は
天
台
宗
の
山
岳
寺
院
旧
千
燈
寺
と
関
わ

る
蓋
然
性
が
極
め
て
高
く
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
お
け
る
非
立
像
来
迎
図
の
受
容
層
の
一
端

を
示
し
て
い
る
。
北
十
萬
系
来
迎
図
に
つ
い
て
は
浄
土
宗
鎮
西
派
と
の
関
係
に
着
目
す
る

説
も
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
北
十
萬
系
の
図
像
に
は
、
天
台
浄
土
教
の
文
脈
か
ら

も
尊
重
す
る
に
値
す
る
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
坐
像
で
あ
る
こ
と
や
地
蔵
・

龍
樹
が
阿
弥
陀
仏
を
は
さ
む
点
な
ど
は
平
安
時
代（
天
台
浄
土
教
）的
特
徴
で
あ
り
、
旧
千

燈
寺
と
親
和
性
の
高
い
要
素
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

図
像
を
観
察
す
る
中
で
、
阿
弥
陀
仏
背
後
の
持
天
蓋
菩
薩
や
毘
沙
門
天
な
ら
び
に
不
動

明
王
の
配
置
な
ど
、
説
得
的
な
解
釈
が
困
難
な
問
題
も
数
多
く
み
え
て
き
た
。
特
に
本
論

で
は
、
縦
長
の
画
面
を
通
常
と
す
る
来
迎
図
像
が
横
長
の
石
面
に
表
現
さ
れ
た
と
い
う
根

本
的
な
問
題
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

制
作
年
代
も
絞
り
込
め
て
い
な
い
の
で
、
国
東
半
島
の
石
仏
作
例
と
技
術
や
様
式
を
比

較
し
、
旧
千
燈
寺
の
歴
史
も
十
分
に
踏
ま
え
つ
つ
改
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
研
究
を
通
し
て
、
石
造
文
化
財
が
阿
弥
陀
来
迎
図
研
究
に
新
知
見
を
も
た
ら
す
潜
在

性
に
目
を
開
か
れ
る
思
い
が
し
た
。
絵
像
の
来
迎
図
と
各
地
の
石
造
作
例
の
調
査
研
究
が

連
携
し
て
来
迎
美
術
史
が
よ
り
豊
か
な
も
の
に
更
新
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
本
論
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

付
記

本
研
究
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
東
洋
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
平
成
三
一
年
度
研
究
助
成

事
業
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査
に
当
た
っ
て
は
大
分
県
教
育
委
員
会
・
文
化
財
課
か

ら
許
可
を
頂
い
た
。
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
の
柯
輝
煌
君
に
は
調
査
の
助
手
を
務
め
て
も

ら
っ
た
。
ご
協
力
を
賜
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

註（
1
） 千
燈
石
仏
に
関
す
る
言
説
は
、
石
仏
関
連
の
書
籍（『
日
本
石
仏
事
典
』、
雄
山
閣
、
一
九
七
五
年
。『
日
本

石
仏
図
典
』、
日
本
石
仏
協
会
、
一
九
八
六
年
等
）も
し
く
は
自
治
体
や
郷
土
史
研
究
会
に
よ
る
郷
土
史
誌

（
清
和
照
充
『
国
見
町
沿
革
史
』、
一
九
六
八
年
。『
大
分
県
の
文
化
財
』、
大
分
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七

一
年
。『
大
分
県
史
』
美
術
篇
、
大
分
県
総
務
部
総
務
課
、
一
九
八
一
年
。『
大
分
県
の
文
化
財
』
大
分
県
教

育
委
員
会
、
一
九
九
一
年
。
小
串
徳
男
「
旧
千
燈
寺
跡
と
周
辺
の
文
化
財
」『
国
見
物
語
』
一
、
国
見
町
郷

土
史
研
究
会
、
一
九
八
九
年
。
広
末
九
州
男
「
旧
千
燈
寺
周
辺
の
古
跡
を
探
訪
す
る（
二
）」『
国
見
物
語
』

二
七
、
国
見
町
郷
土
史
研
究
会
、
二
〇
〇
八
年
）に
散
見
さ
れ
る
が
、
ど
れ
も
石
仏
の
概
要
を
述
べ
る
程



度
に
止
ま
り
、
個
別
的
な
造
形
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
2
） 大
分
県
立
博
物
館
『
聖
な
る
霊
場
・
六
郷
満
山
』、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
八
年
。

（
3
） 今
熊
豪
正
「
補
陀
落
山
千
燈
寺
の
歴
史
と
信
仰（
一
）」『
国
見
物
語
』
八
、
国
見
町
郷
土
史
研
究
会
、
一
九

八
八
年
、
七
九
頁
。

（
4
） 六
郷
満
山
寺
院
を
本
山
本
寺（
八
ケ
寺
）・
中
山
本
寺（
一
〇
ケ
寺
）・
末
山
本
寺（
八
ケ
寺
）の
三
つ
に
分
類

し
、
各
本
山
の
下
に
は
末
寺
が
置
か
れ
る
。
計
六
五
ケ
寺
を
数
え
る
こ
れ
ら
寺
院
を
執
行
が
統
率
し
た

（
前
掲（
2
）文
献
、
二
一
頁
）。

（
5
） 『
国
見
町
史
』、
国
見
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
、
四
二
五
〜
四
二
七
頁
。

（
6
） 前
掲（
5
）文
献
、
四
二
八
頁
。

（
7
） 現
地
調
査
後
、
宮
島
新
一
氏
が
論
説
中
、
北
十
萬
所
蔵
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
に
言
及
す
る
箇
所
で
、
勝
願

寺
本
と
千
燈
石
仏
の
類
似
に
若
干
触
れ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
な
お
、
宮
島
氏
自
身
に
よ
る
作

品
調
査
は
、
管
見
の
限
り
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る（
宮
島
新
一
「
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎

図
の
成
立
と
高
野
山
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
の
伝
来
に
つ
い
て
」『
芸
術
の
理
論
と
歴
史
』、
思
文
閣
、
一
九

九
〇
年
、
四
三
八
・
四
三
九
頁
。）。

（
8
） 濱
田
隆
「
立
像
阿
弥
陀
来
迎
図
成
立
史
考̶

仏
坐
像
か
ら
仏
立
像
へ̶

」『
仏
教
藝
術
』
一
二
六
、
仏
教
藝

術
学
会
、
一
九
七
九
年
。

（
9
） 伊
藤
信
二
「
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
の
成
立
」『
美
術
史
』
一
三
五
、
美
術
史
学
会
、
一
九
九
四
年
、

一
八
頁
。

（
10
） 石
田
淳
「
坐
像
系
阿
弥
陀
来
迎
図
の
図
様
と
様
式
に
関
す
る
研
究
」『
鹿
島
美
術
研
究
』
一
四
別
冊
、
鹿
島

美
術
財
団
、
一
九
九
七
年
。

（
11
） 泉
武
夫
「
浄
厳
院
本
「
阿
弥
陀
来
迎
図
」
に
つ
い
て̶

平
安
時
代
来
迎
図
の
一
遺
例̶
」『M

U
SE

U
M

』
三

七
〇
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
二
年
、
三
六
頁
。

（
12
） 石
田
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
他
十
点
前
後
が
北
十
萬
本
の
図
様
を
踏
襲
す
る（
前
掲（
10
）石
田
論
文
、
二
六

五
・
二
六
六
頁
）。

（
13
） 前
掲（
7
）宮
島
論
文
、
四
三
七
〜
四
三
九
頁
。

（
14
） 法
然
が
関
与
し
た
と
も
さ
れ
る
清
凉
寺
所
蔵
の
迎
接
曼
荼
羅
は
立
像
の
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
で
、
伊
藤

氏
が
指
摘
す
る
新
時
代
的
な
要
素
を
早
く
も
示
す
。
こ
の
迎
接
曼
荼
羅
で
す
で
に
、
往
生
者
の
も
と
に
向

か
う
聖
衆
の
う
ち
地
蔵
菩
薩
と
龍
樹
菩
薩
は
最
後
尾
に
描
か
れ
る
。

（
15
） 三
尊
以
上
の
僧
形
の
聖
衆
は
、
高
野
山
有
志
八
幡
講
十
八
箇
院
本
な
ら
び
に
長
谷
寺
本
で
三
尊
、
ま
た
平

等
院
鳳
凰
堂
扉
絵
で
は
、
上
品
中
生
図
に
五
尊
、
上
品
下
生
図
と
中
品
上
生
図
に
四
尊
が
描
か
れ
る
。

（
16
） ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
所
蔵
の
山
越
阿
弥
陀
図（
鎌
倉
時
代
）は
、
山
越
の
阿
弥
陀
仏
と
山
の
向
こ
う
か

ら
往
生
者
の
草
庵
に
や
っ
て
く
る
坐
像
の
十
菩
薩
を
描
く
。
聖
衆
は
先
頭
か
ら
観
音
菩
薩
・
持
天
蓋
菩

薩
・
勢
至
菩
薩
と
続
き（
い
ず
れ
も
立
膝
）、
そ
の
後
ろ
に
地
蔵
菩
薩
と
龍
樹
菩
薩
を
配
置
す
る
。
こ
の
構

成
は
概
ね
福
岡
市
博
物
館
本
と
一
致
す
る
。
宝
珠
を
載
せ
た
左
手
を
体
の
外
側
に
出
す
地
蔵
菩
薩
の
仕

草
は
北
十
萬
系
と
異
な
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
坐
像
来
迎
図
に
僧
形
二
菩
薩
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
17
） 楽
器
の
奏
法
上
、
小
鼓
の
菩
薩
は
来
迎
の
進
行
方
向
に
顔
を
背
け
る
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

 

小
鼓
の
菩
薩
は
、
勝
願
寺
本
・
千
燈
石
仏
に
お
け
る
持
幡
菩
薩
同
様
、
阿
弥
陀
仏
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

阿
弥
陀
仏
左
肩
後
方
の
菩
薩
の
こ
の
仕
草
も
ま
た
北
十
萬
系
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
の
共
通
点
で

あ
る
。

（
18
） 清
凉
寺
蔵
迎
接
曼
荼
羅
に
す
で
に
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
、
岡
山
遍
明
院
本
の
よ
う
に
先
頭
の
一
団

（
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
・
持
天
蓋
菩
薩
）に
、
二
尊
の
持
幡
菩
薩
を
加
え
る
例
も
あ
る
。

（
19
） 琵
琶
と
箏
は
高
野
山
本
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
で
も
前
線
に
配
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
の
正
面
構
図
の

阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
で
は
、
根
津
美
術
館
本
の
よ
う
に
両
者
を
左
右
対
に
描
く
例
も
あ
り
、
二
つ

の
弦
楽
器
を
対
と
し
て
扱
う
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
20
） 清
凉
寺
迎
接
曼
荼
羅
で
は
、
両
菩
薩
は
来
迎
の
先
頭
の
観
音
菩
薩
と
阿
弥
陀
仏
を
結
ぶ
直
線
を
挟
ん
で

左
右
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
一
組
の
楽
器
に
は
行
道
の
先
頭
で
楽
隊
の
指
揮
を
と
る
役
割
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
迎
接
曼
荼
羅
に
代
表
さ
れ
る
配
置
が
よ
り
初
発
的
と
考
え
ら
れ
る
。

（
21
） 福
岡
市
博
物
館
本
で
は
、
観
音
菩
薩
の
背
後
に
持
天
蓋
菩
薩
が
描
か
れ
る
が
、
五
彩
で
彩
色
さ
れ
、
肌
を

金
色
と
す
る
三
尊
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
、
観
音
菩
薩
が
阿
弥
陀
仏
・
勢
至
菩
薩
に
先
駆
け
る
様
は
勝

願
寺
本
よ
り
北
十
萬
本
に
忠
実
で
あ
る
。

（
22
） 勝
願
寺
本
は
さ
ら
に
、
地
面
に
来
迎
を
先
導
す
る
童
子
と
童
子
形
の
男
も
描
く
。
二
名
の
童
子
形
は
禅
林

寺
山
越
阿
弥
陀
図
・
福
島
県
立
博
物
館
本
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
来
迎
図
・
東
京
国
立
博
物
館
本
阿
弥
陀
聖

衆
来
迎
図
に
見
ら
れ
る
。

（
23
） 杉
原
諒
「
阿
弥
陀
来
迎
図
の
展
開̶

景
観
と
往
生
者
の
表
現
に
着
目
し
て̶

」、（
東
京
藝
術
大
学
大
学
院

提
出
修
士
論
文
、
二
〇
一
八
年
）。

（
24
） 望
月
友
善
『
大
分
の
石
造
美
術
』、
木
耳
社
、
一
九
七
五
年
、
一
九
頁
。

（
25
） 清
水
善
三
「
延
暦
寺
に
お
け
る
天
台
美
術
の
展
開
」『
日
本
美
術
全
集
』
一
〇
延
暦
寺
・
園
城
寺
と
西
教
寺
、

集
英
社
、
一
九
八
〇
年
。

（
26
） 「
根
本
観
音
堂
、
俗
曰
横
川
中
堂
。
在
砂
碓
堂
ノ
西
。
葺
檜
皮
七
間
堂
宇
、
前
有
孫
庇
。
安
置
聖
観
音
像
一

体
、
不
動
毘
沙
門
像
一
体
。
右
慈
覚
大
師
入
唐
求
法
之
後
、
解
纜
浮
舶
之
間
、
忽
遇
大
風
、
欲
没
南
海
。
念

彼
観
音
力
、
現
毘
沙
門
身
。
大
師
即
使
図
画
彼
像
、
風
晴
波
平
、
須
臾
著
彼
岸
。
帰
山
之
後
、
建
立
一
堂
、

安
置
観
音
像
・
毘
沙
門
像
。
依
彼
海
上
願
所
被
果
遂
也
。
嘉
祥
元
年
九
月
、
建
立
一
堂
、
図
絵
天
像
、
更
造

移
木
像
、
与
聖
観
音
共
安
置
矣
、
云
々 

」（
根
本
観
音
堂
、
俗
に
曰
く
横
川
中
堂
。
砂
碓
堂
の
西
に
あ
り
。

檜
皮
葺
け
る
七
間
の
堂
宇
に
し
て
、
前
に
孫
庇
あ
り
。
聖
観
音
像
一
体
、
不
動
毘
沙
門
像
一
体
を
安
置

す
。
右
慈
覚
大
師
入
唐
求
法
の
後
、
解
纜
浮
舶
の
あ
ひ
だ
、
忽
ち
大
風
に
遇
ひ
、
南
海
に
没
せ
む
と
欲
す
。

観
音
力
を
念
ず
れ
ば
毘
沙
門
身
現
は
る
。
大
師
即
ち
彼
の
像
を
図
画
せ
し
む
れ
ば
、
風
晴
れ
波
平
ら
ぎ
、

須
臾
に
し
て
彼
岸
に
著
す
。
帰
山
の
後
、
一
堂
を
建
立
し
、
観
音
像
と
毘
沙
門
像
を
安
置
す
。
彼
の
海
上

の
願
に
依
り
果
遂
せ
ら
る
所
な
り
。
嘉
祥
元
年
九
月
、
一
堂
を
建
立
し
、
天
像
を
図
絵
し
、
更
に
木
像
を

造
り
移
し
て
、
聖
観
音
と
共
に
安
置
せ
り
、
云
々
）（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
六
〇
、
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九

七
一
年
、
二
八
〇
頁
下
、
読
み
下
し
文
は
筆
者
に
よ
る
）。

（
27
） 『
天
台
宗
全
書
』
史
伝
部
二
、
春
秋
社
、
二
〇
一
八
年
、
二
〇
六
頁
上
。
読
み
下
し
文
は
筆
者
に
よ
る
。

（
28
） 前
掲（
25
）清
水
論
文
、
一
〇
六
頁
。

（
29
） 延
暦
寺（
重
要
文
化
財
・
滋
賀
県
指
定
文
化
財
）・
千
妙
寺
・
東
京
国
立
博
物
館
・
奈
良
国
立
博
物
館
・
根 

津
美
術
館（
曼
荼
羅
厨
子
）・
京
都
当
道
会
・
聖
衆
来
迎
寺（
曼
荼
羅
厨
子
）の
各
団
体
が
所
蔵
す
る
日
吉
山

王
曼
荼
羅
等
に
見
ら
れ
る
。
延
暦
寺
重
要
文
化
財
本
を
除
き
両
尊
は
坐
像
で
あ
る
。



 

ま
た
、
山
王
曼
荼
羅
の
成
立
に
先
ん
じ
る
泉
屋
博
古
館
所
蔵
の
線
刻
仏
諸
尊
鏡
像（
平
安
時
代
）で
は
両

尊
は
立
像
で
、
毘
沙
門
天
は
戟
を
持
つ
う
え
に
不
動
明
王
に
は
二
童
子
が
つ
き
従
う
。
天
台
美
術
の
中
に

も
い
く
つ
か
の
両
尊
の
図
像
形
式
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
毘
沙
門
天
が
宝
棒
を
持
つ
両
尊
の
図
像
を

普
及
さ
せ
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
日
吉
山
王
曼
荼
羅
が
果
た
し
た
役
割
は
小
さ
く
な
か
っ
た
と
み
る
べ

き
だ
ろ
う
。

（
30
） 『
往
生
伝 
法
華
験
記
』
日
本
思
想
大
系
七
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
、
六
四
七
頁
。
読
み
下
し
文
は
筆
者

に
よ
る
。

（
31
） 大
分
県
豊
後
高
田
市
の
福
真
磨
崖
仏（
鎌
倉
時
代
後
半
〜
末
期
）は
、
五
智
如
来
の
左
右
に
六
地
蔵
と
六

観
音
菩
薩
を
並
べ
、
そ
の
両
端
に
毘
沙
門
天
立
像
・
不
動
明
王
立
像
を
脇
侍
と
し
て
配
置
す
る
。
毘
沙
門

天
は
右
手
に
宝
棒
、
左
手
に
宝
塔
を
執
り
、
千
燈
石
仏
の
毘
沙
門
天
像
に
類
似
す
る
。
六
郷
満
山
が
天
台

宗
の
脇
侍
を
受
容
し
、
密
教
や
六
道
思
想
に
関
す
る
図
像
に
ま
で
こ
の
脇
侍
形
式
を
汎
用
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
正
面
観
の
尊
像
配
置
に
対
し
て
は
、
脇
侍
の
対
象
性
を
崩
す
発
想
は
生
ま
れ
に

く
い
だ
ろ
う（『
豊
後
高
田
の
磨
崖
仏
』、
豊
後
高
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
、
九
頁
）。

（
32
） 『
東
国
の
地
獄
極
楽
』、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
、
二
〇
一
九
年
、
一
一
〇
頁
。

（
33
） 『
大
分
県
史
』
美
術
篇
、
大
分
県
総
務
部
総
務
課
、
一
九
八
一
年
、
二
四
九
頁
。

（
34
） 前
掲（
33
）論
文
、
一
三
二
頁
。

（
35
） 「
祇
洹
の
西
北
の
角
、
日
光
の
没
す
る
処
に
無
常
院
を
為（
つ
く
）れ
り
。
も
し
病
者
あ
ら
ば
安
置
し
て
中

に
在（
お
）く
」（『
往
生
要
集
』
下
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
三
〇
頁
。）

図
版
出
典

〈
図
1
・
3
〜
8
〉
は
筆
者
撮
影
。〈
図
2
〉
は
筆
者
作
図
。

〈
図
9
〉 『
京
都
永
観
堂
禅
林
寺
の
名
宝
』、「
京
都
永
観
堂
禅
林
寺
の
名
宝
」
展
図
録
作
成
委
員
会
、
一
九
九
六

年
、
三
三
頁
。

〈
図
10
〉
中
野
玄
三
『
来
迎
図
の
美
術
』、
同
朋
舎
、
一
九
八
五
年
、
図
版
番
号
九
。

〈
図
11
〉『
さ
い
た
ま
の
名
宝
国
宝
重
要
文
化
財
』、
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
、
二
一
頁
。

〈
図
12
〉『
福
岡
市
博
物
館
名
品
図
録
』、
福
岡
市
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
一
頁
。

〈
図
11
〉〈
図
12
〉
の
持
物
名
は
筆
者
が
添
加
し
た
。

〈
図
13
〉『
大
本
山
光
明
寺
と
浄
土
教
美
術
』、
鎌
倉
国
宝
館
、
二
〇
〇
九
年
、
六
九
頁
。

〈
図
14
〉『
最
澄
と
天
台
の
国
宝
』、
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
、
二
一
七
頁
。

〈
図
15
〉〈
図
14
〉
を
筆
者
加
工
。

〈
図
16
〉 『
不
動
明
王̶

怒
り
と
慈
悲
の
ほ
と
け̶

』、滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
、一
九
九
六
年
、図
版
番
号
四
八
。



〈図1〉千燈石仏

〈図2〉 千燈石仏（描き起こし図）



〈図3〉千燈石仏 成形面と作り出し〈図5〉千燈石仏 観音・勢至菩薩と往生者

〈図4〉千燈石仏 阿弥陀仏〈図6〉千燈石仏 阿弥陀仏周囲の聖衆

〈図7〉千燈石仏不動明王〈図8〉千燈石仏 毘沙門天



〈図10〉滋賀・浄厳院　阿弥陀聖衆来迎図

〈図11〉埼玉・勝願寺　阿弥陀二十五菩薩来迎図〈図12〉 福岡市博物館　阿弥陀二十五菩薩来迎図

〈図9〉大阪・北十萬　阿弥陀三尊来迎図



〈図13〉神奈川・光明寺　
　　　 阿弥陀二十五菩薩来迎図

〈図14〉滋賀・延暦寺　日吉山王曼荼羅図〈図16〉滋賀・延暦寺　山王本地仏曼荼羅図

〈図15〉〈図14〉（部分）毘沙門天と不動明王



〈図17〉〈図16〉（部分）毘沙門天と不動明王 

〈図19〉徳川美術館　阿弥陀三尊来迎図
〈地図〉千燈石仏周辺図　※国土地理院地図をもとに筆者加工

〈図18〉京都・安楽寿院　阿弥陀聖衆来迎図



Sento-sekibutsu: A basic research of 
Amida raigo iconography on a stone

SUGIHARA, Ryo

This paper is a research report on Sento-sekibutsu 
located at the foot of the former  Sento-ji Temple, one 
of the most important temples in Rokugomanzan, Kuni-
saki City, Oita Prefecture.

It is a relief carved on a stone about 160cm wide, 
represents the scene of Amida Nyorai and Twenty-Five 
Attendants descending (raigo) from the Pure Land. 
Many of them are represented as seated figures on the 
flattened eastern vertical plane of the stone. In addi-
tion, Fudo Myoo is carved on the left corner of the face, 
and Bishamon Ten is carved on the western side of the 
stone. Since they are a form of combination of flanking 
attendants in the Tendai sect, this work may not be un-
related to the former Sento-ji Temple that belonged to 
the sect.

As a result of examining attributes and layouts of at-
tendants, it was clarified that the iconographic image of 
raigo in this stone fell under the lineage of the Kitaju-
man Temple system. It is a lineage of seated images of 
Amida Nyorai and two bodhisattvas in a certain form. 
This lineage, in which Amida Nyorai shows the classi-
cal mudra, has been produced without being forgotten 
since the Kamakura period (1185 —1333), when stand-
ing images of raigo became the mainstream.

Since Twenty-Five Attendants is an iconography 
developed by raigo paintings of standing form, Sento-
sekibutsu can be said to be a good example that the 
Kitajuman Temple system has taken the fashion of the 
mainstream expressions. And the arrangement of the 
Twenty-Five Attendants is similar in some respects 
to the works in the collections of Shogan-ji Temple in 
Saitama Prefecture and the Fukuoka City Museum, 
both of which are known as the Kitajuman Temple sys-
tem.

However, in the Sento-sekibutsu, raigo image that 
should normally be composed on a vertical screen are 
arranged on a horizontal stone surface, and the place-
ment of Bishamon Ten and Fudo Myoo, which is un-
natural as guardians, is unparalleled.

From similar works and slight historical traces of 
former Sento-ji Temple, the creation date of the relief 
may be guessed to be the 14th century, or eras not so 
far from that century.

Although there are many issues to consider, it be-
came clear that through the joint efforts between stud-
ies of stone cultural properties and raigo art history, 
we have the potential to provide new insights into each 
other’s fields.




